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次
な
る
時
代
の
到
来
に
適
応
で
き
る
機
関
紙
に

次
な
る
時
代
の
到
来
に
適
応
で
き
る
機
関
紙
に

沖
縄
同
友
会
・
相
談
役
　糸
数
哲
夫
氏

（
中
部
支
部
）

400号400号
祝

愛
さ
れ
続
け
る
機
関
紙
に

愛
さ
れ
続
け
る
機
関
紙
に

中
同
協
　広
報
委
員
長
　宇
佐
見
孝
氏

四
〇
〇
号
発
行
の
感
謝
と
一
〇
〇
〇
号
を
目
指
し
て

　

七
月
や
ギ
リ

シ
ャ
の
酒
を
水

に
割
り
／
有
馬

朗
人
▼
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
史
上

初
め
て
延
期
さ

れ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
。
沖

縄
か
ら
も
空
手
形
の
喜
友
名

諒
さ
ん
、
陸
上
の
上
与
那
原

寛
和
さ
ん
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

十
名
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
二

名
が
出
場
予
定
だ
（
六
月

二
十
八
日
現
在
）。
大
活
躍

を
期
待
し
た
い
▼
一
八
九
六

年
に
始
ま
っ
た
近
代
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
。
二
度
の
大
戦
に
よ

る
中
止
、
テ
ロ
に
よ
る
選
手

殺
害
事
件
、
大
国
に
よ
る
ボ

イ
コ
ッ
ト
の
応
酬
な
ど
政
治

的
事
件
を
乗
り
越
え
現
在
に

至
っ
て
い
る
▼
そ
の
前
身
は

古
代
ギ
リ
シ
ア
オ
リ
ン
ピ
ア

の
地
で
行
わ
れ
て
い
た
「
オ

リ
ン
ピ
ア
祭
典
競
技
」。
紀

元
前
七
七
六
年
の
第
一
回
大

会
か
ら
、
紀
元
後
三
九
三
年

の
第
二
九
三
回
大
会
ま
で
、

一
二
○
○
年
近
く
続
い
た
。

そ
の
間
、
戦
争
が
原
因
で
中

止
さ
れ
た
こ
と
は
、
一
度
も

な
い
。
全
能
の
神
ゼ
ウ
ス
を

は
じ
め
神
々
を
崇
め
る
た
め

の
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

だ
っ
た
か
ら
だ
▼
「
ソ
ク
ラ

テ
ス
の
弁
明
」
を
書
い
た
哲

学
者
プ
ラ
ト
ン
は
、
ア
テ
ネ

を
代
表
す
る
レ
ス
リ
ン
グ
の

強
者
だ
っ
た
。
彼
の
名
は
レ

ス
リ
ン
グ
の
師
匠
か
ら
与
え

ら
れ
た
も
の
だ
。「
自
分
に

打
ち
勝
つ
こ
と
が
最
も
偉
大

な
勝
利
」
と
プ
ラ
ト
ン
は
言

う
。
出
場
す
る
選
手
、
支
え

る
競
技
関
係
者
に
心
よ
り
感

謝
と
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
つ
自

分
自
身
で
あ
り
た
い
▼
向
日

葵
に
天
よ
り
あ
つ
き
光
来
る

／
橋
本
多
佳
子
（
作
古
）

　
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
が
、

四
○
○
号
を
迎
え
る
と
い

う
。
ま
さ
に
「
継
続
は
力
な

り
」
で
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

あ
る
。
機
関
紙
の
役
割
は
そ

の
団
体
の
主
義
、
主
張
や
活

動
の
宣
伝
の
た
め
に
発
刊
す

る
と
い
う
大
前
提
が
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
、
十
分
な
役

目
を
果
た
し
て
い
る
。
初
期

の
頃
の「
同
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」

「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」は
、同
友

会
機
関
紙
と
し
て
一
九
八
七

年
（
昭
和
六
二
年
）
一
〇
月

に
第
一
号
が
創
刊
さ
れ
（「
お

き
な
わ
同
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」）、

以
降
機
関
紙
名
変
更
や
掲
載

内
容
の
充
実
を
図
り
な
が
ら

三
十
四
年
間
月
刊
紙
と
し
て

親
し
ま
れ
、今
回
四
〇
〇
号

を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
時
に
私

が
広
報
委
員
長
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
、感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
私
が
同
友
会
に

入
会
し
た
の
は
二
〇
一
一
年

三
月
。
会
社
代
表
に
就
任
し

て
二
年
目
に
な
り
研
究
開
発

型
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
中
小

企
業
に
成
長
さ
せ
る
勉
強
の

場
と
し
て
、那
覇
支
部
南
地
区

と
碧
の
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
当
時
広
報
委
員
長
の

稲
嶺
盛
裕
㈲
オ
ー
ビ
ッ
ク
代

表
か
ら
、会
社
経
営
者
に
取
材

す
る
の
で
直
接
生
の
声
が
聞

け
る
よ
、と
言
わ
れ
て
即
時
広

報
委
員
会
に
所
属
し
ま
し
た
。

　

実
際
毎
月
開
催
さ
れ
る
広

報
委
員
会
で
は
、
稲
嶺
盛
裕

委
員
長
、
大
城
辰
彦
事
務
局

長
（
現
同
友
会
事
務
局
参

与
）、
委
員
ら
が
掲
載
企
業

選
定
や
記
事
構
成
の
細
部
に

わ
た
り
妥
協
な
く
吟
味
し
て

お
り
、
そ
の
気
迫
と
熱
意
に

圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
各
関
係

機
関
に
配
布
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
沖
縄
県
同
友
会

の
存
在
と
品
格
を
位
置
づ
け

て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
の
思
い
と
姿
勢

は
、
そ
の
後
青
山
喜
佐
子
委

員
長
（
オ
フ
ィ
ス
あ
る
ふ
ぁ

所
長
）、
さ
ら
に
大
浜
博
文
委

員
長
（
あ
い
エ
フ
ピ
ー
代
表
）

に
引
き
継
が
れ
、
二
〇
二
〇

年
度
か
ら
私
が
委
員
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

奇
し
く
も
コ
ロ
ナ
禍
で
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
上
の

経
済
低
迷
を
思
い
浮
か
べ
る

企
業
も
多
く
、
基
幹
産
業
だ

け
で
な
く
沖
縄
全
企
業
が
経

営
方
針
の
見
直
し
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。
本
機
関
紙

も
そ
の
存
在
意
義
や
役
割
を

見
直
す
機
会
と
な
り
、支
部
・

部
会
・
専
門
委
員
会
で
の
コ

ロ
ナ
対
応
型
学
習
や
包
括
連

携
銀
行
の
最
新
動
向
、
企
業

間
の
連
携
や
強
化
に
繋
が
る

有
益
な
情
報
等
の
紙
面
作
り

を
進
め
、
二
〇
二
一
年
度
も

委
員
数
を
増
や
し
て
編
集
体

制
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
報
委
員
会

は
情
報
化
推
進
委
員
会
と
も

協
議
し
な
が
ら
、ｅ
.ｄ
ｏ
ｙ
ｕ

を
介
し
て
県
内
や
全
国
の
同

友
会
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
連

携
を
促
進
し
、本
機
関
紙
を
介

し
て
同
友
会
以
外
の
経
済
団

体
や
公
的
機
関
と
も
信
頼
あ

る
関
係
を
築
く
礎
に
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。（
ソ
ム

ノ
ク
エ
ス
ト
㈱
・
江
口
直
美
）

か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
「
ニ
ラ

イ
み
ら
い
」
と
お
し
ゃ
れ
に

変
化
し
て
い
る
の
も
、
大
き

な
進
化
で
あ
ろ
う
。
私
が

長
年
携
わ
っ
て
い
る
「
茶

論
」
の
コ
ー
ナ
ー
も
、
確
か

第
十
六
号
か
ら
、
設
け
ら
れ

た
と
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の

頃
は
チ
ャ
ー
タ
ー
会
員
で
活

動
に
熱
心
で
文
章
力
の
優
れ

た
井
上
将
氏
が
、
多
く
の
記

事
を
執
筆
し
て
い
た
。
特

に
、
女
性
経
営
者
部
会
「
碧

の
会
」
が
設
立
さ
れ
た
頃
か

ら
、
例
会
な
ど
に
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
た
琉
球
新
報

の
長
嶺
さ
ん
と
い
う
女
性
記

者
が
、
同
友
会
活
動
を
、
盛

ん
に
新
聞
で
取
り
上
げ
て
く

だ
さ
り
、
知
名
度
が
一
気
に

上
昇
、
ま
た
北
部
支
部
や
八

重
山
支
部
、
宮
古
支
部
の
設

立
と
相
俟
っ
て
会
勢
が
高

ま
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
前
後

に
事
務
局
が
充
実
し
た
の

も
、
会
勢
に
大
き
く
影
響
し

た
。
特
に
、
大
城
辰
彦
氏
が

事
務
局
長
に
就
任
し
て
か
ら

は
、
同
友
会
活
動
に
中
心
と

な
る
『
核
』
が
で
き
、
会
勢

を
大
き
く
伸
ば
し
た
。

　

今
、
我
々
は
時
代
の
大
き

な
変
化
の
波
を
む
か
え
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い

う
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、

そ
れ
が
与
え
る
経
済
、
経
営
、

政
治
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、

マ
ス
コ
ミ
の
情
報
発
信
の
あ

り
方
、
次
な
る
時
代
の
到
来

に
適
応
で
き
る
機
関
紙
の
あ

　
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
発
行

四
○
○
号
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
刷

り
の
紙
面
は
非
常
に
見
や
す

く
、
読
み
た
く
な
り
ま
す
。

ま
た
一
面
の
会
員
さ
ん
の
笑

顔
が
い
い
で
す
ね
。

　

私
は
同
友
会
と
し
て
の
社

会
的
存
在
意
義
を
表
す
の
が

機
関
紙
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
コ
ス
ト
が
か

り
方
を
模
索
し
な
が
ら
、
素

晴
ら
し
い
同
友
会
活
動
の
機

か
る
の
で
機
関
紙
を
や
め

て
、
ネ
ッ
ト
配
信
に
し
た
ら

ど
う
か
と
提
案
を
す
る
会
員

さ
ん
も
見
え
ま
す
。
紙
の
情

報
媒
体
は
、
通
信
端
末
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
比
べ
る
と
記
憶
に
残

る
情
報
量
が
全
然
違
う
と
聞

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ッ

ト
の
配
信
に
な
れ
ば
、
読
ま

な
い
人
が
多
く
な
る
気
が
し

ま
す
し
、
機
関
紙
は
人
の
手

で
送
ら
れ
て
く
る
か
ら
こ
そ

読
む
の
で
す
。

　

同
友
会
の
機
関
紙
の
役
目

は
情
報
の
発
信
で
す
。何
故
、

機
関
紙
は
必
要
な
の
か
？
そ

れ
は
、
地
域
な
ら
で
は
の
情

報
が
多
い
と
い
う
事
で
す
、

関
紙
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
う
次
第
︙
。

知
ら
れ
て
い
な
い
会
員
さ
ん

の
会
社
や
何
を
し
て
い
る
会

社
な
の
か
、
ま
た
地
域
の
特

産
物
や
観
光
名
所
な
ど
知
ら

な
い
情
報
を
知
る
事
が
で
き

ま
す
。
機
関
紙
の
役
目
は
三

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
つ
目
、
情
報
発
信
（
中

小
企
業
の
情
報
や
地
域
の
情

報
）。
二
つ
目
、繋
げ
る
（
会

員
さ
ん
同
志
を
知
っ
て
も
ら

う
事
）。三
つ
目
、広
げ
る（
同

友
会
運
動
を
広
げ
て
い
く

事
）で
す
。「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」

が
五
〇
〇
号
に
向
け
て
会
員

さ
ん
に
愛
さ
れ
る
続
け
る
機

関
紙
で
あ
る
こ
と
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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400号400号
祝

一
般
社
団
法
人
北
海
道
中
小
企
業
家
同
友
会

代
表
理
事
　藤
井
幸
一
氏

400号400号
祝

創
立
時
事
務
局
長

（
沖
縄
同
友
会
事
務
局
参
与
）
大
城
辰
彦
氏

400号400号
祝

愛
知
中
小
企
業
家
同
友
会

広
報
部
長
　荒
川
　亨
氏

四
○
○
号
の
軌
跡
に

　
　
誇
り
と
自
信
を
も
っ
て
！

同
じ
タ
ブ
ロ
イ
ド
判

読
ま
れ
る
新
聞

待
た
れ
る
新
聞
を
目
指
し
て

　

沖
縄
同
友
会
機
関
紙
『
ニ

ラ
イ
み
ら
い
』
発
刊
四
○
○

号
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
同
じ
タ
ブ
ロ
イ
ド

判
で
の
機
関
紙
発
行
を
続
け

て
い
る
北
海
道
同
友
会
よ
り

　

記
念
す
べ
き
四
○
○
号
の

発
行
に
あ
た
り
、
創
刊
号
か

ら
三
三
七
号
（
二
○
一
六
年

四
月
）
ま
で
編
集
に
た
ず
さ

わ
っ
た
一
人
と
し
て
感
慨
深

い
も
の
を
感
じ
ま
す
。
毎
月

欠
か
さ
ず
三
十
数
年
も
発
行

を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

広
報
委
員
会
と
事
務
局
の

並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
賜
で
あ

り
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表

し
ま
す
。

機
関
紙
の
変
遷

　

こ
の
機
会
に
『
ニ
ラ
イ
み

ら
い
』
の
変
遷
に
つ
い
て
調

べ
て
み
ま
し
た
。
創
刊
号

は
、
一
九
八
七
年
（
昭
和

六
十
二
年
）
十
月
三
十
日

『
お
き
な
わ
同
友
会
ニ
ュ
ー

ス
』
と
し
て
発
行
。
同
友
会

の
創
立
総
会
日
が
十
月
三
日

で
す
か
ら
、
そ
の
月
に
創
刊

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
。
創
刊

号
か
ら
二
十
六
号
ま
で
は
Ｂ

５
版
冊
子
タ
イ
プ
の
四
～

八
頁
建
て
。
第
二
十
七
号

（
一
九
九
○
年
五
月
）
か
ら
、

現
在
の
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
に
な

り
、『
中
小
企
業
家
し
ん
ぶ

ん
沖
縄
版
』
と
し
て
全
国
の

新
聞
に
折
り
込
ま
れ
て
会
員

へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
年
号

（
一
九
九
一
年
一
月
）
の
み

頑
張
る
仲
間
の
姿
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

広
報
紙

　

こ
の
度
は
、
沖
縄
県
中
小

企
業
家
同
友
会
の
広
報
紙

「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
の
四
○

○
号
記
念
特
集
号
の
発
行
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
九
六
二
年
七
月
に
発
足

し
た
弊
会
も
、
創
立
と
同
時

に
広
報
紙
「
会
報
」
を
発
行

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
送
り
し
ま

す
。

　

フ
ル
カ
ラ
ー
で
見
出
し
や

レ
イ
ア
ウ
ト
も
柔
ら
か
く
、

経
営
者
や
社
員
、
そ
し
て
家

族
の
笑
顔
が
輝
く
紙
面
は
、

地
域
と
共
に
歩
む
中
小
企
業

の
社
会
的
な
役
割
の
大
き
さ

と
、
沖
縄
の
ニ
ラ
イ
=
未
来

と
を
指
し
示
し
て
い
ま
す
。

四
○
○
号
に
わ
た
り
紙
面
を

磨
き
続
け
た
貴
同
友
会
に
、

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

北
海
道
同
友
会
で
は

一
九
六
九
年
の
設
立
当
初
よ

り
「
同
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」
を

発
刊
し
、
一
九
八
九
年
六

月
に
は
ダ
ブ
ロ
イ
ド
版
『
中

小
企
業
家
し
ん
ぶ
ん
北
海
道

は
、
毎
年
一
・
四
面
（
両
面
）

カ
ラ
ー
紙
面
に
。
一
・
四
面

が
全
号
と
も
カ
ラ
ー
紙
面
に

な
っ
た
の
は
、
実
に
二
○
七

号
（
二
○
○
六
年
六
月
）
か

ら
で
、
全
紙
面
カ
ラ
ー
は
、

二
年
後
の
二
○
○
九
年
八
月

（
二
三
三
号
）
か
ら
で
す
。

新
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ

　

新
聞
名
は
ど
う
変
わ
っ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
○

○
号
ま
で
が
『
お
き
な
わ
同

友
会
ニ
ュ
ー
ス
』。
一
○
一

号
か
ら
『
ニ
ラ
イ
み
ら
い
』

に
。名
前
の
変
更
に
つ
い
て
、

当
時
の
喜
久
里
均
広
報
委
員

長
は
、「
節
目
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
同
友
会
会
員
だ
け

の
会
報
紙
に
留
め
ず
、
広
く

会
員
外
の
企
業
家
の
皆
様
に

も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
思
い
も
あ
り
、
名
前
を

変
え
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
」「
名
前
に
つ
き
ま
し
て

は
、
去
る
第
十
回
定
時
総
会

の
会
場
に
て
皆
様
に
投
票
し

て
い
た
だ
い
た
結
果
を
受

け
、
同
友
会
理
念
の
理
想
を

未
来
に
わ
た
り
追
い
求
め
て

い
こ
う
と
い
う
意
味
の
“
ニ

ラ
イ
み
ら
い
”
を
新
し
い

ネ
ー
ミ
ン
グ
と
い
た
し
ま
し

た
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

内
容
・
コ
ラ
ム
等
に
つ
い

て
見
ま
す
と
、
今
も
続
い
て

い
る
「
茶
論
（
さ
ろ
ん
）」

し
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
広
報

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
一
九
七
六
年
十
月
か
ら

「
同
友
あ
い
ち
」、
一
九
九
四

年
四
月
か
ら
現
在
の
「
同

友
Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
」
と
名
称

を
変
え
な
が
ら
、「
ニ
ラ
イ

み
ら
い
」
と
同
様
に
現
在
は

五
三
三
号
ま
で
タ
ブ
ロ
イ
ド

版
で
発
行
。
新
聞
形
式
の
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
「
一
覧
性
」

に
こ
だ
わ
り
、
同
友
会
理
念

の
浸
透
や
、
会
員
経
営
者
の

奮
闘
を
中
心
に
毎
月
八
ペ
ー

ジ
に
渡
っ
て
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
は
「
会

員
の
顔
が
紙
面
に
反
映
す
る

機
関
紙
づ
く
り
」
を
心
が
け

て
い
る
通
り
、
各
号
に
様
々

な
会
員
経
営
者
が
登
場
し
て

版
』（
月
刊
）
へ
と
改
め
、
以

来
こ
の
七
月
で
三
五
七
号
と

な
り
ま
す
。
現
在
、
八
頁
立

て
で
記
事
本
数
は
三
十
本
以

上
。
会
合
報
告
の
み
な
ら
ず
、

会
員
経
営
者
の
豊
か
な
知
恵

や
経
験
、
会
員
企
業
の
実
践

に
学
ぶ
連
載
記
事
も
掲
載

し
、「
読
ま
れ
る
新
聞
、
待
た

れ
る
新
聞
」
と
し
て
、
同
友

会
運
動
の
広
報
と
オ
ピ
ニ
オ

ン
機
能
を
担
う
紙
面
づ
く
り

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

  

沖
縄
と
北
海
道
は
、
理
事

会
や
全
研
行
事
出
席
の
た
め

に
、
飛
行
機
を
使
う
地
理
的

特
性
が
あ
り
ま
す
。『
ニ
ラ

イ
み
ら
い
』
が
、
会
員
相

互
の
心
の
距
離
を
縮
め
、
貴

同
友
会
の
更
な
る
発
展
を
照

ら
す
灯
り
と
し
て
ま
す
ま
す

輝
か
れ
ま
す
こ
と
を
、
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

や
「
わ
が
社
の
ポ
リ
シ
ー
」

を
創
設
し
た
経
緯
に
つ
い

て
、
第
十
六
号
（
一
九
八
九

年
五
月
）
で
「『
同
友
会

ニ
ュ
ー
ス
』
を
親
し
み
や
す

く
、
た
め
に
な
る
内
容
に
し

よ
う
と
検
討
さ
れ
、「
茶
論
」

と
「
わ
が
社
の
ポ
リ
シ
ー
」」

を
設
け
た
と
述
べ
て
い
ま

す
。一
面
ト
ッ
プ
の「
二
十
一

世
紀
に
輝
く
」
は
、
一
六
六

号
（
二
○
○
二
年
一
月
）
か

ら
始
ま
り
、
こ
の
二
十
年
で

二
○
四
名
の
会
員
が
登
場
し

て
い
ま
す
。

　

両
面
カ
ラ
ー
印
刷
（
二
○

○
六
年
六
月
）
を
機
に
四
コ

マ
マ
ン
ガ
「
シ
ー
サ
ー
社
長

の
一
日
」（
青
山
奈
緒
さ
ん
）

が
ス
タ
ー
ト
、五
十
回
続
き
、

第
二
段
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
ニ
ャ

ン
が
ゆ
く
」（
二
○
○
九
年

十
一
月
）
の
題
名
で
九
十
八

回
続
き
ま
し
た
。
一
八
号

（
一
九
八
九
年
七
月
）
か
ら

「
ア
イ
ド
ル
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
」が
一
○
○
回
ま
で
続
き
、

一
○
一
回
目
か
ら
は
、
会
社

の
顔
、
男
性
・
女
性
の
顔

な
ど
様
々
な
意
味
を
込
め
、

「
フ
ェ
イ
ス
フ
ェ
イ
ス
」
に

改
名
さ
れ
、
二
九
二
回
（
二

○
一
八
年
四
月
）
掲
載
。

　
「
知
っ
て
得
す
る
」
は

一
九
六
号
（
二
○
○
四
年
七

月
）
か
ら
始
ま
り
、
一
六
四

回
と
現
在
も
続
い
て
い
ま

す
。
掲
載
回
数
が
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
現
在
も
続
い

て
い
る
「
だ
っ
か
ら
よ
～
」

は
、
一
二
○
号
（
一
九
九
八

年
三
月
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

外
部
か
ら
の
評
価

　

こ
の
よ
う
に
、
四
○
○
号

の
軌
跡
は
数
え
き
れ
な
い
ほ

ど
豊
富
に
あ
り
ま
す
が
、『
ニ

ラ
イ
み
ら
い
』
は
外
部
か
ら

ど
う
評
価
さ
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　

二
五
○
号
の
特
集
で
、
当

時
、
中
同
協
の
三
木
得
生
広

報
委
員
長
は
、「
会
員
自
身

の
筆
に
な
る
署
名
記
事
が
多

い
」「
会
員
さ
ん
、
社
員
さ

ん
が
よ
く
登
場
す
る
」「
歴

史
を
重
ね
て
い
る
連
載
も
の

が
い
く
つ
も
あ
る
」、
そ
し

て「
何
よ
り
感
心
す
る
の
は
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
が
紙
面

で
感
じ
ら
れ
ま
す
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

　

日
本
機
関
紙
協
会
の
白
岩

壽
光
事
務
局
長
は
、「
同
友

会
運
動
の
ひ
と
つ
の
柱
で
あ

る
『
共
育
』
が
紙
面
に
あ
ふ

れ
て
い
る
」「『
フ
ェ
イ
ス

フ
ェ
イ
ス
』
の
よ
う
な
社
員

に
ま
で
目
配
り
を
し
た
企
画

は
称
賛
に
値
し
ま
す
」「
個

人
的
に
は
四
コ
マ
マ
ン
ガ

『
シ
ー
サ
ー
社
長
の
一
日
』

は
大
好
き
で
、
ホ
ッ
と
さ
せ

ら
れ
ま
す
」
と
、
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
紙

面
づ
く
り
が
四
○
○
号
ま
で

引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
振
り
返
っ
て
み
て

も
、『
ニ
ラ
イ
み
ら
い
』
の

軌
跡
は
、
自
他
と
も
に
称
賛

さ
れ
る
新
聞
だ
と
い
う
こ
と

を
、
あ
ら
た
め
て
自
負
す
る

も
の
で
す
。
四
○
○
号
の
軌

跡
に
誇
り
と
自
信
を
も
っ

て
、
五
○
○
号
、
一
○
○
○

号
へ
と
邁
進
さ
れ
る
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
し
ま
す
。

い
る
こ
と
、
そ
し
て
昨
今
の

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
打
撃
を

受
け
て
い
る
沖
縄
の
主
要
産

業
で
あ
る
観
光
業
や
飲
食
業

な
ど
の
経
営
者
の
奮
闘
ぶ
り

が
と
て
も
よ
く
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
移
動
が
制
限
さ
れ

て
い
る
昨
今
、
こ
れ
ま
で
頻

繁
に
会
っ
て
い
た
会
員
と
も

な
か
な
か
会
え
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

時
に
、
大
変
な
状
況
で
も
頑

張
る
仲
間
の
姿
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
広
報
紙
の

大
き
な
役
割
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

愛
知
県
と
沖
縄
県
で
は
主

た
る
産
業
は
異
な
り
ま
す

が
、
同
友
会
理
念
は
共
通
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
土

地
で
同
じ
経
営
者
と
し
て
切

磋
琢
磨
し
、
紙
面
を
通
し
て

互
い
の
成
長
を
見
ら
れ
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

四
○
○
号
記
念
ゴ
ル

フ
大
会
が
、五
月
八
日
、

守
礼
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
那
覇
支
部
会
員
）

で
開
催
さ
れ
、
五
十
三

名
（
北
部
六
名
、
中
部

八
名
、
浦
西
十
名
、
那

覇
二
十
三
名
、
南
部
六

名
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
過
の
た
め
、

集
合
や
表
彰
式
な
ど
は

見
合
わ
せ
ま
し
た
が
、

梅
雨
入
り
宣
言
で
も
好

天
の
な
か
、
十
四
チ
ー

ム
が
、
イ
ン
と
ア
ウ
ト

に
分
か
れ
て
八
時
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
午
後
二

時
ま
で
に
す
べ
て
終
了

し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
賞
（
合
計
ス

コ
ア
ー
四
○
○
）
は
那

覇
・
浦
西
支
部
の
合
同

チ
ー
ム
が
受
賞
し
、
個

人
優
勝
は
、
南
部
支
部

の
呉
屋
伸
幹
事
長
が
受

賞
し
ま
し
た
。

記
念
ゴ
ル
フ
大
会受付の広報委員と参加者
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琉
球
銀
行
　頭
取
　川
上
康
氏

「
ワ
ク
ワ
ク
」す
る
取
組
を
共
同
で

沖
縄
銀
行
　頭
取
　山
城
正
保
氏

連
携
強
化
で
経
営
課
題
解
決
へ

沖
縄
海
邦
銀
行
　頭
取
　新
城
一
史
氏

中
小
企
業
の
き
め
細
や
か
な
支
援
に

　
　
　
　
　
　
　連
携
し
て
取
り
組
む

コ
ザ
信
用
金
庫
　理
事
長
　金
城
馨
氏

「
コ
ロ
ナ
後
」の

「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」を
目
指
し
て
　

沖
縄
大
学
　学
長
　盛
口
満
氏

包
括
連
携
協
定
に
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　組
織
的
関
係
へ

　「ニライみらい」400号に寄せて、包括連携協定を結
んでいる各金融機関や沖縄大学からもお祝いの言葉
をいただきました。「ニライみらい」では、各金融機関
から「まちかどバンク」の掲載をお願いしていますし、
各機関の支店や沖縄大学にも「ニライみらい」は配布
されています。

祝400号

　

こ
の
度
、
お
き
な
わ
同
友

会
機
関
紙「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」

四
○
○
号
発
行
を
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
昭
和
六
十
二
年
十
月
に

県
内
六
十
名
の
中
小
企
業
家

で
設
立
さ
れ
て
以
来
、
様
々

な
業
種
や
世
代
・
性
別
に
応

じ
た
活
動
を
展
開
し
、
会
員

の
経
営
力
の
向
上
と
安
定
に

寄
与
し
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。

　

そ
の
間
休
む
事
無
く
毎
月

定
期
発
行
を
続
け
、
多
く
の

情
報
を
発
信
し
、
会
員
の
情

　

お
き
な
わ
同
友
会
し
ん
ぶ

ん
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
の
四

○
○
号
発
行
に
あ
た
り
、
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

創
立
以
来
「
ニ
ラ
イ
み
ら

い
」
を
定
期
発
行
し
、
多
角

的
な
情
報
の
発
信
と
会
員
企

業
の
連
携
促
進
に
よ
り
経
営

者
の
成
長
支
援
に
尽
力
さ
れ

て
き
た
貴
会
の
お
取
り
組
み

に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
友

会
と
当
行
は
、
企
業
支
援
に

関
す
る
連
携
を
目
的
に
「
包

括
連
携
協
定
書
」
を
二
○

一
八
年
に
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
連
絡
会
議
を
定
期

的
に
開
催
し
、
互
い
の
地
域

情
報
や
取
り
組
み
を
共
有
す

る
こ
と
で
相
互
理
解
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部

単
位
で
交
流
を
深
め
る
こ
と

で
地
域
会
員
の
皆
様
よ
り
経

営
に
関
す
る
ご
相
談
を
い
た

だ
く
機
会
が
増
え
、
課
題
の

解
決
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
も

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

本
年
度
よ
り
お
き
ぎ
ん
グ

ル
ー
プ
は
第
十
九
次
中
期
経

営
計
画
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。金
融
を
コ
ア
と
す
る「
総

合
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
」
と

し
て
事
業
領
域
を
拡
大
し
、

地
域
の
課
題
を
金
融
、
非
金

融
両
面
の
総
合
サ
ー
ビ
ス
力

で
解
決
し
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
の
創
出
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。そ
の
な
か
で
、

貴
会
と
の
連
携
を
一
層
強
化

し
な
が
ら
、
会
員
企
業
の
皆

様
の
発
展
に
貢
献
で
き
れ
ば

幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
と
し
ま
し
て
、
貴
会

せ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
が

必
要
で
あ
り
、
弊
行
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
貴
同
友
会
と
の
連
携
を

強
化
し
て
取
り
組
む
所
存
で

あ
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
の

皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍

と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま

す
。

ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
度
の
記
念

特
集
号
の
発
刊
を
契
機
に
、

貴
同
友
会
の
ご
活
躍
と
会
員

企
業
み
な
さ
ま
の
更
な
る
発

展
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
お
祝
い
の
こ
と
ば
と
い

た
し
ま
す
。

報
誌
と
し
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
存
在
に
な
ら
れ
た
こ
と

に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

さ
て
、
貴
会
と
は
平
成

三
十
年
九
月
に
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
、
そ
の
際
初

め
て
共
同
で
「
わ
く
わ
く

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

様
々
な
意
見
の
交
換
が
あ
り

大
盛
況
で
し
た
。
そ
の
後
、

セ
ミ
ナ
ー
開
催（
事
業
承
継
、

Ｍ
＆
Ａ
）
情
報
交
換
会
等
の

取
組
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
も
会
員
の
皆
様
が
「
わ

く
わ
く
」
す
る
よ
う
な
取
組

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
友

会
の
機
関
紙
『
ニ
ラ
イ
み
ら

い
』
四
○
○
号
記
念
特
集
号

の
発
刊
を
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

貴
同
友
会
と
弊
行
は
、
県

内
中
小
企
業
の
経
営
支
援
や

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目

的
に
二
○
一
六
年
（
平
成

二
十
八
年
）
十
月
十
八
日
に

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、

会
員
企
業
か
ら
の
相
談
対

応
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

や
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の

会
員
企
業
の
参
加
、
融
資
提

携
商
品
の
開
発
等
、
こ
れ
ま

で
中
小
企
業
の
支
援
・
発
展

に
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
中
小
企
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
材

確
保
や
後
継
者
不
足
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
進
展
等
、
従
来
か

ら
抱
え
て
い
る
課
題
に
加
え

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
る
、
事

業
環
境
変
化
へ
の
対
応
も
求

め
ら
れ
て
お
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
難
局
を
乗
り

越
え
て
い
く
た
め
に
は
、
中

小
企
業
の
将
来
に
向
け
た
経

営
戦
略
や
事
業
見
直
し
に
合

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
り
沖
縄
県
の
景

況
感
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で

い
ま
す
が
、
今
後
も
当
行
は

貴
会
員
と
の
交
流
を
図
り
な

が
ら
、
様
々
な
問
題
や
課
題

を
解
決
し
、
経
済
的
苦
境
に

陥
る
お
客
様
へ
積
極
的
な
支

援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
六

○
○
号
発
行
を
目
指
し
、
な

お
い
っ
そ
う
の
ご
発
展
、
貴

会
員
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
お
祝

い
の
言
葉
に
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
沖
縄
同
友
会

の
機
関
紙「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」

４
０
０
号
の
発
刊
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和

　

お
き
な
わ
同
友
会
し
ん
ぶ

ん
『
ニ
ラ
イ
み
ら
い
』
四
○

○
号
発
行
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

沖
縄
大
学
は
創
立
五
十
周

年
を
迎
え
た
二
○
○
八
年
に

　

そ
の
主
な
内
容
と
し
ま
し

て
は
、
大
学
の
講
座
（「
中

小
企
業
論
」
な
ど
）
へ
の
中

小
企
業
家
同
友
会
か
ら
の
講

師
派
遣
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
公
開
講
座
と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
る
土
曜
教
養

講
座
へ
の
講
師
派
遣
（
例
え

ば
第
五
四
八
回
「
沖
縄
の
こ

ど
も
の
貧
困
」
に
お
い
て
、

宮
城
光
秀
さ
ん
が
職
場
で
の

障
が
い
者
雇
用
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
ま
し

た
）
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
外
部
協
会

員
会
に
、
石
原
地
江
・
中
小

企
業
家
同
友
会
副
代
表
理
事

に
就
任
い
た
だ
き
、
本
学
の

諸
活
動
に
関
し
て
ご
意
見
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
同
友
会

大
学
の
講
師
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
本
学
の
新
城
俊
昭
客
員

教
授
や
島
村
聡
人
文
学
部
教

授
が
招
聘
さ
れ
て
お
り
ま
す

し
、
二
○
一
九
年
に
は
大
学

祭
に
出
展
を
い
た
だ
く
と
い

う
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
関
わ

り
も
創
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
中
小
企

業
家
同
友
会
の
み
な
さ
ま
と

は
、
様
々
な
活
動
を
共
に
続

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

し
、
今
後
も
さ
ら
に
続
け
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

元
年
に
沖
縄
県
中
小
企
業
家

同
友
会
さ
ま
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
さ
せ
て
頂
い
た
コ

ザ
信
用
金
庫
か
ら
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
送
り
し
ま

す
。

　

沖
縄
県
中
小
企
業
家
同
友

会
の
創
立
に
当
た
っ
て
創
刊

さ
れ
た
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」

は
、
沖
縄
県
中
小
企
業
家
同

友
会
の
歴
史
と
と
も
に
時
代

を
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
経
済
を
支
え
る
中

小
企
業
の
皆
さ
ま
の
新
聞
と

し
て
、
多
く
の
読
者
の
ニ
ー

ズ
に
答
え
て
四
〇
〇
号
を
数

え
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
尽
力

に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
収
束
の
兆

し
が
見
え
ず
、
中
小
企
業
家

の
皆
さ
ま
も
不
安
な
日
々
を

過
ご
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
コ
ザ
信
用
金
庫

で
は
、「
相
互
扶
助
」「
共
存

共
栄
」
の
経
営
理
念
に
基
づ

き
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
地

域
の
皆
さ
ま
を
「
支
え
る
」

こ
と
を
最
大
の
使
命
と
し

て
、
資
金
繰
り
支
援
に
と
ど

ま
ら
な
い
「
本
業
支
援
」
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

人
は
将
来
の
希
望
が
な
い

と
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
コ

ザ
信
用
金
庫
で
は
、
経
営
者

の
皆
さ
ま
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
た
新
た
な
社
会
に
お

い
て
も
、
事
業
を
伸
ば
し
て

い
く
の
だ
と
い
う
将
来
の
希

望
を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
に

「
伴
走
支
援
」
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
の
日

か
「
地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒

に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た

の
だ
」
と
振
り
返
っ
て
共
感

で
き
る
相
談
相
手
に
な
り
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
「
ニ
ラ

イ
み
ら
い
」
を
目
指
し
て
、

一
緒
に
頑
張
っ
て
参
り
ま

し
ょ
う
。

発
表
し
た
「
新
沖
縄
大
学
宣

言
」
以
降
、「
地
域
共
創
・

未
来
共
創
の
大
学
へ
」
と
い

う
理
念
を
掲
げ
て
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
理
念
に
基
づ
き
、
そ
れ

ま
で
の
個
別
に
あ
っ
た
協
力

関
係
を
組
織
的
関
係
へ
と
発

展
さ
せ
る
よ
う
、
二
○
一
六

年
、
沖
縄
県
中
小
企
業
家
同

友
会
と
包
括
連
携
協
定
を
締

結
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

(3）2021年（令和３年）７月１日 №400おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」
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支部長からの
メッセージ

400号おめでとう
中
部
支
部
長一瀬

宗
也
氏

（
㈱
ア
イ
セ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
　
代
表
取
締
役
）

北
部
支
部
長宇根

真
一
氏

（
㈲
宇
根
自
動
車
　
代
表
取
締
役
）

浦
西
支
部
長座安

孝
明
氏

（
㈲
ラ
イ
ズ
　
代
表
取
締
役
）

那
覇
支
部
長赤嶺

　
宏
氏

（
㈱
シ
ス
テ
ッ
ク
沖
縄
　
代
表
取
締
役
社
長
）

南
部
支
部
長竹　

富
久
氏

（
㈲
た
け
事
務
　
専
務
取
締
役
）

宮
古
支
部
長砂川

幸
男
氏

（
㈱
ひ
ろ
し
不
動
産
・
代
表
取
締
役
）

八
重
山
支
部
長

杉
浦
昭
男
氏

（
真
和
建
装
㈱
　
会
長
）

　

今
年
、
中
部
支
部
長
に
就

任
し
た
、ア
イ
セ
ッ
ク
・
ジ
ャ

パ
ン
の
一
瀬
で
す
。「
ニ
ラ

イ
み
ら
い
」
の
記
事
を
見
る

こ
と
は
、
十
年
前
に
同
友
会

に
入
会
し
て
か
ら
の
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。「
二
十
一
世

紀
に
輝
く
」
を
始
め
、
我
が

社
の
ポ
リ
シ
ー
、
だ
っ
か
ら

よ
～
と
各
企
業
の
紹
介
記
事

は
、名
刺
交
換
す
る
だ
け
で
、

な
か
な
か
会
員
企
業
の
中
身

ま
で
知
り
得
な
い
と
こ
ろ
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

役
立
っ
て
い
ま
す
。
特
に
カ

ラ
ー
写
真
な
の
で
、
商
品
や

会
社
や
人
柄
ま
で
も
滲
み
出

る
と
こ
ろ
が
い
い
で
す
ね
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
伝

え
ら
れ
る
こ
と
は
沢
山
あ
り

ま
す
が
、
紙
媒
体
な
の
で
温

か
み
を
感
じ
ま
す
。
少
な
く

と
も
五
○
○
号
ま
で
は
、
紙

で
続
い
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　

昨
年
一
年
間
広
報
委
員
を

務
め
ま
し
た
が
、
中
部
支
部

の
会
員
企
業
を
訪
問
し
て
お

話
し
を
聞
く
の
は
、
と
て
も

楽
し
く
、
良
い
経
験
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
記
事
を
書
く

の
は
た
い
へ
ん
で
す
。
委
員

の
皆
さ
ん
の
「
ニ
ラ
イ
み
ら

い
」
作
成
の
た
め
の
活
動
に

感
謝
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉

と
し
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
取
材
活

動
に
よ
る
紙
面
の
充
実
に
力

を
注
ぎ
、
身
近
な
ニ
ュ
ー
ス

や
生
活
情
報
、
企
業
情
報
な

ど
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を

掲
載
さ
れ
、
会
員
の
皆
さ
ま

に
有
益
な
情
報
を
発
信
さ
れ

て
お
り
ま
す
こ
と
に
敬
意
を

表
す
る
次
第
で
す
。

　
「
継
続
は
力
な
り
」
と
昔

か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
五

○
○
号
、
一
○
○
○
号
目
指

し
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
北
部
支
部
は
、

昨
年
同
様
、
全
社
一
丸
体
制

づ
く
り
で
、
経
営
課
題
の
解

決
を
は
か
り
、「
学
び
方
を

学
ぶ
支
部
例
会
」を
開
催
し
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
連
帯

あ
る
学
び
の
場
を
開
催
し
ま

す
。

　

ま
た
、例
会
以
外
に
も「
や

ん
ば
る
じ
ん
ぶ
ん
塾
」
を
継

続
し
、
地
域
に
必
要
と
さ
れ

る
企
業
と
し
て
の
実
践
的
な

学
び
の
場
と
し
ま
す
。
特
に

地
の
利
を
生
か
し
た
６
次
産

業
化
を
推
進
し
て
、
他
の
団

体
や
行
政
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
例
会
や
行
事
に

来
る
人
は
大
体
同
じ
顔
触
れ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
こ
で
、
浦
西
支
部
で
は

支
部
会
員
全
体
を
巻
き
込
む

仕
掛
け
を
幾
つ
か
用
意
し
ま

し
た
。（
仕
掛
け
の
詳
細
は

今
後
の
浦
西
支
部
の
活
動
を

取
材
し
に
き
て
ネ
！
）

　

こ
れ
に
よ
り
、
浦
西
支
部

が
活
性
化
し
、
沖
縄
同
友
会

全
体
が
盛
り
上
が
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。
魅
力
あ
る

理
想
の
沖
縄
同
友
会
が
作
れ

れ
ば
会
勢
一
、五
○
○
社
も

夢
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ

う
な
る
と
心
配
な
事
は
一

つ
、
広
報
委
員
の
皆
さ
ん
は

さ
ぞ
か
し
今
以
上
の
取
材
活

動
に
忙
し
く
な
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
今
か
ら
体
力
づ
く

り
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
沖
縄
同
友
会
の
発

展
と
ニ
ラ
イ
み
ら
い
の
活
躍

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

全
県
的
に
唯
一
伝
え
て
い
る

誇
り
を
持
っ
て
五
○
○
号
に

向
け
、
新
た
な
取
り
組
み
や

企
画
も
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

さ
て
、
二
○
二
一
年
度
の

　

沖
縄
同
友
会
し
ん
ぶ
ん

「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
が
こ
の

度
四
○
○
号
に
達
し
た
こ
と

で
、
今
ま
で
関
わ
っ
て
き
た

広
報
委
員
会
を
中
心
と
し
た

皆
様
の
活
動
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」

は
各
支
部
の
活
動
の
ほ
か
会

員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は

毎
回
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

私
自
身
も
同
友
会
入
会
し

て
間
も
な
く
事
務
局
の
宮
城

さ
ん
が
会
社
に
取
材
に
来
て

い
た
だ
き
記
事
に
載
っ
た
こ

那
覇
支
部
は
、四
地
区
（
東
・

西
・
南
・
北
）・
四
委
員
会
（
例

会
・
会
員
交
流
・
経
営
・
政

策
）
の
独
自
性
を
尊
重
し
た

活
動
内
容（
経
営
体
験
報
告
・

事
業
プ
レ
ゼ
ン
・
各
種
イ
ベ

ン
ト
）
を
リ
ア
ル
開
催
・
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
を
駆
使
し
て

企
画
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ワ

ク
ワ
ク
す
る
支
部
運
営
を
体

感
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
応
援
、
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
那
覇
支
部
の
会

員
交
流
委
員
会
が
定
期
的
に

発
行
す
る
那
覇
支
部
だ
よ
り

で
支
部
活
動
状
況
も
垣
間
見

る
事
が
で
き
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
も
取
寄
せ
一
読
し
て
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
限
り
で

す
。

を
年
に
五
～
六
回
開
催
し
て

「
共
に
学
び
、
共
に
成
長
す

る
」
同
友
会
の
学
び
を
実
践

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は

会
員
企
業
へ
訪
問
し
て
各
々

の
企
業
で
実
践
し
て
い
る
こ

と
を
現
場
で
感
じ
と
っ
て
、

会
社
に
持
ち
帰
る
こ
と
に
も

取
り
組
み
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
会
う
機
会
が
な
く
な

り
、
支
部
活
動
も
激
減
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
等
を
通
じ
て
、
会
員
同

士
が
本
音
で
語
り
合
え
、
互

い
に
支
え
あ
え
る
支
部
運
営

を
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
も

南
部
支
部
会
員
に
多
く
取
材

に
訪
ね
て
掲
載
し
て
く
だ
さ

い
。

と
を
鮮
明
に
覚
え
て
お
り
ま

す
。

　

創
立
以
降
発
行
し
て
三
十

年
以
上
続
け
る
こ
と
は
会
社

経
営
と
同
様
に
困
難
な
道
も

あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
。
南

部
支
部
も
今
年
で
二
十
五
年

を
迎
え
て
南
部
の
三
市
三
町

を
活
動
エ
リ
ア
と
し
て
一
四

○
社
の
会
員
と
共
に
歩
み
続

け
て
お
り
ま
す
。
支
部
例
会

　

二
〇
一
八
年
、
私
が
石
垣

島
に
移
住
し
て
沖
縄
同
友
会

に
入
会
し
て
ま
も
な
く
、「
ニ

ラ
イ
み
ら
い
」
に
出
会
い
ま

し
た
。

　

愛
知
同
友
会
に
も
「
同
友

Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
」
と
言
う
月
刊

紙
が
あ
り
ま
す
。
内
容
は
そ

れ
ぞ
れ
に
特
徴
は
あ
り
ま
す

が
、私
は
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」

の
表
紙
面
を
読
む
の
が
楽
し

み
で
す
。
そ
し
て
全
面
に
も

会
員
の
皆
様
の
活
躍
ぶ
り
や

課
題
、
情
報
が
掲
載
さ
れ
、

さ
な
が
ら
紙
面
上
で
の
例
会

と
し
て
、
参
加
出
来
な
か
っ

た
仲
間
の
方
々
に
も
、
私
に

と
っ
て
も
、
学
び
や
気
づ
く

　

ニ
ラ
イ
み
ら
い
４
０
０
号

記
念
に
あ
た
り
、
メ
ッ
セ
ー

こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
が
、
こ

の
新
聞
仕
様
の
月
刊
紙
が
沖

縄
、
愛
知
、
北
海
道
の
三
県

の
み
と
聞
き
ま
し
た
。
他
の

県
も
発
行
を
進
め
た
い
ぐ
ら

い
で
す
。

　

同
友
会
の
学
び
の
基
本

は
、
身
近
な
会
員
仲
間
か
ら

学
べ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」
が
届
く

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の

は
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で

す
。

ジ
を
添
え
る
こ
と
を
光
栄
に

存
じ
ま
す
。

　

毎
回
楽
し
み
に
、
読
ん
で

い
ま
す
。
紙
面
の
「
21
世
紀

に
輝
く
」「
茶
論
」「
わ
が
社

の
ポ
リ
シ
ー
」「
知
っ
て
得

す
る
シ
リ
ー
ズ
」「
会
員
ホ
ッ

ト
情
報
」
等
、
各
支
部
の
例

会
報
告
、
支
部
活
動
を
通
し

て
、
会
員
各
社
の
繁
栄
発
展

の
た
め
に
、
大
い
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

各
支
部
の
活
動
内
容
の
情

報
共
有
を
図
る
こ
と
で
、
自

支
部
の
活
動
の
活
性
化
に
繋

げ
ら
れ
る
ニ
ラ
イ
み
ら
い

は
、
た
い
せ
つ
な
情
報
紙
と

し
て
、
重
宝
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
、
例
会
報
告
か
ら
、

生
き
た
体
験
談
や
失
敗
談
を

学
び
、
自
社
で
改
善
、
実
行
、

実
践
し
、成
長
し
成
功
発
展
、

成
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
る

同
友
会
活
動
に
誇
り
を
感
じ

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
紙
面
内
容

を
益
々
充
実
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
沖
縄
県
中
小
企
業
家
同

友
会
の
存
在
を
、
よ
り
多
く

の
経
営
者
に
周
知
し
、
新
た

な
同
志
と
な
る
仲
間
づ
く
り

に
共
に
励
ん
で
参
り
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
ず
～
っ
と
」

　

ニ
ラ
イ
み
ら
い
創
刊
四
○

○
号
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。（
カ
ン
パ
ー
イ
！
）

　

広
報
委
員
会
の
皆
様
、

日
々
の
社
業
の
合
間
を
縫
っ

て
の
取
材
活
動
ご
苦
労
様
で

す
。

　

毎
月
発
行
さ
れ
る
「
ニ
ラ

イ
み
ら
い
」
は
、
各
支
部
の

活
動
状
況
や
会
員
企
業
の
現

在
の
状
況
、
新
た
な
取
り
組

み
な
ど
が
分
か
り
、
毎
号
楽

し
く
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
ま
す
。
特
に
普
段
か
ら
交

流
の
あ
る
会
員
さ
ん
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
と
親
し
み
を
感

じ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
浦
西
支
部
支

部
長
と
し
て
二
年
目
の
年
と

な
り
ま
す
。
今
年
度
の
浦
西

支
部
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
共

に
学
び
・
交
流
を
深
め
、
浦

西
支
部
の
さ
ら
な
る
活
性
化

を
！
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。

同
友
会
は
「
学
び
の
場
」
で

す
。
経
営
者
と
し
て
何
を
す

べ
き
か
常
に
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。
知
識
を
得
、
質
を
高

　

お
き
な
わ
同
友
会
し
ん
ぶ

ん
「
ニ
ラ
イ
み
ら
い
」、
毎

回
楽
し
み
に
拝
読
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
創
刊

か
ら
四
○
○
号
ま
で
様
々
な

御
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
な
い

か
と
お
察
し
い
た
し
ま
す

が
、
こ
れ
も
関
係
者
各
位
の

弛
み
な
い
努
力
と
工
夫
の

積
み
重
ね
で
は
な
い
か
と

思
い
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

紙
面
内
容
も
充
実
し
て
お

り
、ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
紹
介
・

各
支
部
取
組
み
・
専
門
委
員

会
取
組
み
・
部
会
取
組
み
の

記
事
は
も
と
よ
り
、
景
況
調

査
報
告
や
コ
ラ
ム
記
事
と
紙

面
づ
く
り
も
進
化
が
見
ら
れ

益
々
、
期
待
が
ふ
く
ら
ん
で

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
お
き

な
わ
同
友
会
の
活
動
状
況
を
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友
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〜
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1990.４
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①
沖
縄
同
友
会
し
ん
ぶ
ん
創
刊

（
創
刊
号
・
一
九
八
七
年
十
月
）

　

沖
縄
同
友
会
創
立
の
一
九

八
七
年
十
月
か
ら
、「
お
き

な
わ
同
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」
と

し
て
発
行
。
創
刊
号
の
表
紙

は
、
当
時
の
代
表
理
事
新
垣

③
「
ふ
れ
あ
い
洋
上
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」

（
第
30
号
・
一
九
九
〇
年
八
月
）

　

交
流
と
親
睦
を
目
的
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
は
、
一
、六
〇

〇
名
の
参
加
者
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
型
客
船
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
ケ
ラ
マ
海

峡
を
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
。
笑
顔
で
満
ち
溢
れ
た

感
動
の
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

④
全
国
婦
人
部
交
流
会

（
第
48
号
・
一
九
九
二
年
三
月
）

　

復
帰
二
〇
周
年
・
沖
縄
同

友
会
創
立
五
周
年
を
記
念
し

て
、
初
の
全
国
行
事
を
沖
縄

で
開
催
。
文
化
講
演
を
は
じ

め
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で

は
、
沖
縄
の
伝
統
文
化

に
ふ
れ
て
も
ら
お
う
と

琉
舞
・
エ
イ
サ
ー
な
ど

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

⑤
同
友
会
大
学
開
校

（
第
88
号
・
一
九
九
五
年

七
月
）

　

第
一
次
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
で
掲
げ
た
同
友
会
大

学
が
開
校
。
第
一
期

⑥
中
同
協
定
時
総
会
in
沖
縄

（
第
112
号
・
一
九
九
七
年
・
七
月
）

　

沖
縄
同
友
会
創
立
十
周

年
・
復
帰
二
十
五
周
年
を
記

念
し
て
、
中
同
協
定
時
総
会

が
沖
縄
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
一
、一
七
〇
名
の
参
加
者

と
、
一
五
の
分
科
会
で
学
び
、

交
流
し
ま
し
た
。
熱
気
に
包

ま
れ
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

は
、感
動
あ
り
、ハ
プ
ニ
ン
グ

あ
り
と
盛
り
だ

く
さ
ん
の
学
び

が
あ
り
ま
し
た
。

⑦
貸
し
渋
り
ア

ン
ケ
ー
ト
・
懇

談
会

（
特
集
号・一
九
九
八
年
九
月
）

　

銀
行
の
貸
し
渋
り
が
全
国

的
に
問
題
と
な
り
、
沖
縄
同

友
会
で
は
、
全
会
員
に
実
態

調
査
を
し
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
記
者
会
見
を
ひ
ら
き
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県

や
関
係
機
関
と
の
懇
談
会
を

の
受
講
生
は
、

三
〇
名
で
ス

タ
ー
ト
。「
自

主
的
、
創
造
的

に
、
共
に
学

び
、
成
長
す
る

人
間
を
め
ざ

す
」
を
理
念
に

か
か
げ
、
四
単

元
十
六
講
の

カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
構
成
。
同

友
会
大
学
は
、

そ
れ
か
ら
毎
年
開
講
さ
れ
、

現
在
十
八
期
が
修
了
し
、
の

べ
三
八
二
名
が
卒
業
を
し
て

い
ま
す
。

淑
哲
氏
、
糸
数

哲
夫
氏
の
あ
い

さ
つ
。
ま
た
、

会
員
一
〇
〇
名

達
成
を
め
ざ
そ

う
と
、
呼
び
か

け
も
し
て
い
ま

す
。

②
三
〇
〇
名
会
員
達
成

（
第
20
号
・
一
九
八
九
年
十
月
）

　

創
立
二
周
年
の
創
立
記

念
日
（
十
月
三
日
）
を
、

三
〇
〇
名
の
会
員
で
迎
え
よ

う
と
、
そ
の
前
週
に
会
員
増

強
週
間
を
設
定
。そ
の
結
果
、

五
三
名
が
入
会
し
、
三
〇
〇

名
を
達
成
。
そ
の
歓
迎
懇
親

パ
ー
テ
ィ
ー
も
ひ
ら
か
れ
、

夜
を
徹
し
て
盛

り
上
が
り
ま
し

た
。

⑫
第
二
十
六
回
経
営
研
究
集

会
＆
二
〇
一
五
年
全
国
共
同

求
人
交
流
会
を
沖
縄
で
開
催

（
第
334
号
二
〇
一
六
年
一
月
号
）

　

戦
後
七
十
年
を
期
に
「
若

者
が
育
つ
魅
力
あ
る
企
業
と

地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

共
同
求
人
全
国
交
流
会
が
六

分
科
会
で
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
三
二
五
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

 

⑬
創
立
三
十
周
年
記
念
・
第

二
十
八
回
経
営
研
究
集
会
を

開
催

（
第
356
号
二
〇
一
七
年
十
一
月
号
）

　
『
人
を
生
か
す
経
営
』
の

総
合
実
践
!!
～
三
十
年
の
歴

史
を
基
礎
に
さ
ら
な
る
飛
躍

へ
～
を
テ
ー
マ
に
七
分
科
会

で
学
び
を
深
め
ま
し
た
。
記

念
式
典
で
は
、
在
籍
二
十
年

以
上
の
会
員
企
業
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

 

⑭
ビ
ジ
ネ
ス
連
携
部
会
「
ゆ

い
ま
～
る
」
設
立
総
会

（
第
356
号
二
〇
一
七
年
十
一
月
号
）

　

業
種
四
部
会
（
観
光
関
連

「
守
礼
ネ
ッ
ト
会
」、
建
設
関

連
「
み
ら
い
21
」、
情
報
関

連
「
ｅ
お
き
な
わ
」、
環
境

関
連
「
エ
コ
ま
～
る
」
が
、

連
携
強
化
で
、
よ
り
高
度
な

サ
ー
ビ
ス
・
商
品
の
開
発
を

推
進
し
よ
う
と
統
合
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
連
携
部
会
「
ゆ
い
ま

～
る
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

 

⑮
第
四
十
六
回
青
年
経
営
者

全
国
交
流
会
を
沖
縄
で
開
催

（
第
369
号
二
〇
一
八
年
十
二
月
号
）

　

沖
縄
で
は
初
開
催
の
青
年

経
営
者
全
国
交
流
会
は
、
若

手
経
営
者
部
会「
う
り
ず
ん
」

が
全
国
へ
参
加
呼
び
か
け
を

行
い
、
一
二
九
六
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
四

分
科
会
に
加
え
、
沖
縄
ら
し

い
お
も
て
な
し
と
企
画
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

行
い
、
県
内
中
小
企
業
の
実

態
と
、
改
善
に
向
け
て
の
要

望
・
提
言
を
提
出
し
ま
し
た
。

⑧
同
友
会
産
業
ま
つ
り

（
第
207
号
・
二
〇
〇
五
年
六
月
）

　

沖
縄
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に

て
、
同
友
会
産
業
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
創
意
工
夫
を

こ
ら
し
、
会
員
企
業

各
ブ
ー
ス
ご
と
に
、

中
小
企
業
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
二
日
間
の
開
催

で
、
七
千
人
の
一
般

市
民
、
企
業
関
係
者
が
来
場

し
ま
し
た
。

⑨
中
小
企
業
問
題
全
国
研
究

集
会
in
沖
縄

（
第
228
号
・
二
〇
〇
七
年
三
月
）

　

四
つ
の
テ
ー
マ
に
十
八
分

科
会
で
学
び
を
深
め
合
い
ま

し
た
。
全
国
か
ら
一
、四
六
八

名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
準
備
一
年
半
を
か
け
、

会
員
の
想
い
を
結

集
し
た
全
国
大
会

は
、
学
び
、
気
づ

き
の
連
続
で
あ

り
、
同
友
会
運
動

に
対
し
て
の
誇
り

を
再
確
認
す
る
場

と
な
り
ま
し
た
。

⑩
創
立
20
周
年

（
第
236
号
・
二
〇
〇
七
年
十
一
月
）

　

創
立
二
〇
周
年
・
第
十
八

回
経
営
研
究
集
会
を
記
念
式

典
と
あ
わ
せ
て
開
催
。
記
念

講
演
は
、
腹
話
術
師
の
い
っ

こ
く
堂
氏
を
迎
え
、
高
校
生

等
も
招
待
し
て
一
、〇
〇
〇

名
が
参
加
し
ま
し
た
。ま
た
、

二
十
周
年
を
記
念
し
て
沖
縄

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
敷
地
に

桜
の
木
を
植
え
ま
し
た
。

⑪
一
、〇
〇
〇
社
突
破
し
過
去

最
高
の
会
勢
に

（
第
283
号
・
二
〇
一
一
年
十
月
号
）

　

数
年
ぶ
り
に
一
、〇
〇
〇

社
を
突
破
し
、
過
去
最
高
の

会
勢
に
。
前
月
に
は
「
仲
間

づ
く
り
躍
進
月
間
」
と
位
置

付
け
、
各
支
部
で
目
標
を
設

定
し
、
仲
間
づ
く
り
を
進

め
「
一
、

〇
〇
〇

社
突
破

の
集
い
」

を
開
催

し
ま
し

た
。

『ニライみらい』でみる

沖縄同友会の歴史

⑥中同協総会に全国から集まった参加者

①沖縄同友会広報紙創刊

②300名達成を喜ぶ

④沖縄初の全国行事

③同友会はじまって以来の大イベント

⑤同友会大学開校

⑦貸し渋りの特集号を発行

⑧たくさんの来場者で溢れました

⑨全研、同友会運動への誇りを再確認
⑪�1,000社というたくさんの仲
間ができました ⑩桜の木を植樹

⑬創立30周年経営研究集会 ⑫共同求人全国交流会

⑭ゆいま～る設立総会⑮青年経営者全国交流会

(5）2021年（令和３年）７月１日 №400おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」



世
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者
へ

世
界
チ
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ピ
オ
ン
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ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　経
営
者
へ

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　経
営
者
へ

北
部
支
部
第
三
十
二
回
支
部
総
会

講
師
　㈱
平
仲
社
長
　平
仲
信
明
氏

個
性
全
開
で
こ
そ
人
は
輝
く

　
　
　
　
　
　幸
せ
の
と
ら
え
方

個
性
全
開
で
こ
そ
人
は
輝
く

　
　
　
　
　
　幸
せ
の
と
ら
え
方

個
性
全
開
で
こ
そ
人
は
輝
く

　
　
　
　
　
　幸
せ
の
と
ら
え
方

中
部
支
部
第
三
十
四
回
支
部
総
会

講
師
　ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
／
タ
レ
ン
ト
　く
だ
か
ま
り
氏

浦
西
支
部
第
二
十
六
回
支
部
総
会

幸
せ
と
誇
り
を
感
じ
る

　
　
　
　
　
　会
社
を
目
指
し
て

幸
せ
と
誇
り
を
感
じ
る

　
　
　
　
　
　会
社
を
目
指
し
て

幸
せ
と
誇
り
を
感
じ
る

　
　
　
　
　
　会
社
を
目
指
し
て

講
師
　㈱
王
宮
専
務
　橋
本
明
元
氏

症
対
策
を
万
全
に
し
、
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
併
用
で
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
宇
根
真
一
支
部
長

（
㈲
宇
根
自
動
車
）
の
開
会

挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
赤
嶺
剛

副
代
表
理
事
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
、
総
会
の
議
事
へ
と

入
り
ま
し
た
。
町
田
浩
美
幹

事
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
そ

の
進
行
の
も
と
、
二
○
二
○

年
度
活
動
報
告
と
決
算
報

告
・
会
計
監
査
報
告
、
二
○

二
一
年
度
活
動
方
針
と
予
算

案
・
支
部
役
員
の
選
出
の
五

つ
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全

て
無
事
に
採
択
さ
れ
ま
し
　

五
月
十
九
日
に
、
オ
キ
ナ

ワ
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
リ
ゾ
ー
ト

た
。
そ
の
後
、
第
一
回
役
員

会
に
お
い
て
、
屋
部
憲
史
朗

幹
事
長
（
㈱
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル

ド
）
が
副
支
部
長
に
、
崎
浜

秀
太
副
支
部
長
（
㈱
崎
浜
商

店
）
が
幹
事
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
記
念
講
演
で

は
、
㈱
平
仲
の
平
仲
信
明
社

長
を
お
招
き
し
、「
ア
イ
デ
ィ

ア
の
源
『
す
べ
て
は
ボ
ク
シ

ン
グ
の
た
め
』
～
多
種
多
様

な
事
業
の
経
験
を
通
し
て
語

る
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お

講
師
と
し
て
、「
幸
せ
の
と

ら
え
方
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

く
だ
か
ま
り
さ
ん
は
、
お

父
様
が
う
ち
な
ん
ち
ゅ
、
お

母
様
が
ス
ペ
イ
ン
の
方
で
、

小
さ
い
こ
ろ
、
周
り
か
ら
、

母
の
こ
と
を
「
ア
メ
リ
カ
人
」

と
呼
ば
れ
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な

思
考
で
し
た
が
、
大
人
に
な

る
に
つ
れ
、
人
と
違
う
の
が

　

五
月
十
二
日
、
浦
西
支
部

第
二
十
六
回
支
部
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
○
二

○
年
度
の
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍

に
て
、
第
三
十
四
回
の
中
部

支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
緊
急
事
態
宣
言

が
予
想
さ
れ
会
場
で
の
参
加

者
は
十
名
以
内
と
し
、
そ
の

他
は
ウ
ェ
ブ
会
議
で
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
議
事
で
は
、

二
〇
二
〇
年
度
の
活
動
報
告

が
な
さ
れ
、
二
〇
二
一
年
度

の
活
動
方
針
が
採
択
さ
れ
、

役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
記
念
講
演
で

は
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
の
く
だ
か
ま
り
さ
ん
を

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ボ

ク
シ
ン
グ
と
の
出
会
い
か
ら

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
へ
の

道
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
か

ら
事
業
を
起
こ
し
、
経
営
者

と
し
て
の
様
々
な
ご
経
験

を
、
力
強
く
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
暗
い
世

相
の
中
、
平
仲
氏
の
バ
イ
タ

リ
テ
ィ
溢
れ
る
お
話
か
ら
、

会
場
の
皆
さ
ん
も
元
気
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
㈱
琉
球

若
草
・
大
森
陽
介
）

当
た
り
前
、
人
と
違
う
の
は

個
性
で
あ
る
、
と
思
え
る
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

Ｒ
Ｂ
Ｃ
か
ら
ラ
ジ
オ
リ

ポ
ー
タ
ー
を
し
て
く
れ
な
い

か
、と
言
わ
れ
「
ち
ゃ
ん
と
」

リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
や
っ
た

ら
、
担
当
の
方
か
ら
「
こ
れ

は
ま
り
じ
ゃ
な
い
よ
ね
」「
ま

り
の
個
性
を
全
開
に
出
し

て
」「
怒
ら
れ
る
ま
で
や
っ

で
も
、
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
絶
や
さ
な
い

よ
う
に
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
と
密
を

避
け
た
会
場
と
を
活
用
し
、

情
報
の
共
有
や
、
企
業
プ
レ

ゼ
ン
、
同
友
会
発
刊
の
「
人

を
生
か
す
経
営
」
の
勉
強
会

な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

　

特
に
浦
西
支
部
二
○
七
名

の
会
員
が
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
か
、
各
社
の

新
し
い
取
り
組
み
や
経
営
の

ヒ
ン
ト
、
会
員
同
士
の
繋
が

り
を
得
ら
れ
る
き
っ
か
け
と

な
る
「
企
業
プ
レ
ゼ
ン
」
に

は
新
会
員
と
ゲ
ス
ト
の
多
く

の
参
加
も
あ
り
、
よ
り
活
動

の
幅
が
広
が
る
良
い
き
っ
か

け
に
な
っ
た
と
来
期
も
継
続

し
て
い
く
方
針
で
す
。　
　

　

今
年
度
は
「
共
に
学
び
・

交
流
を
深
め
、
浦
西
支
部
の

さ
ら
な
る
活
性
化
を
！
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
新
し
く
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
も
取
り
入
れ

た
会
員
交
流
を
深
め
て
い
き

ま
す
。
支
部
例
会
で
の
学
習

や
経
営
委
員
会
で
経
営
課
題

を
明
確
に
し
、
強
靭
な
企
業

て
」と
言
わ
れ
た
と
の
こ
と
。

個
性
全
開
で
こ
そ
、
く
だ
か

ま
り
さ
ん
の
良
さ
が
出
る
の

で
し
ょ
う
。

　

個
性
全
開
で
こ
そ
人
は
輝

く
の
だ
と
、
く
だ
か
ま
り
さ

ん
は
、
そ
の
自
分
の
姿
で
証

明
し
て
い
ま
し
た
。（
ぎ
の

わ
ん
法
律
事
務
所
・
山
下
裕

平
）

体
質
づ
く
り
に
向
け
て
同
友

会
理
念
を
元
に
活
動
を
展
開

し
ま
す
。
ま
た
、
政
策
委
員

会
を
と
お
し
て
経
営
環
境
の

改
善
に
も
力
を
注
い
で
い
き

ま
す
。

　

第
二
部
の
記
念
講
演
で

は
、
講
師
に
㈱
王
宮
・
専
務

取
締
役
の
橋
本
明
元
氏
を
お

招
き
し
て
、
沖
縄
の
課
題
で

も
あ
る
観
光
業
の
現
状
を
自

社
の
運
営
を
交
え
て
ご
講
演

頂
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
十
二
月

に
沖
縄
で
逸
の
彩
ホ
テ
ル
を

オ
ー
プ
ン
し
、
苦
し
い
状
況

の
中
、
女
性
の
支
配
人
を
起

用
、
新
し
い
発
想
を
社
員
か

ら
求
め
、
共
に
幸
せ
と
誇
り

を
感
じ
る
会
社
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
将
来
を
見
据
え
た

活
動
と
社
員
教
育
の
実
践
か

ら
、
沢
山
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら

れ
ま
し
た
。（
㈱
リ
ウ
デ
ン
・

謝
敷
千
恵
子
）

　

去
る
五
月
十
八
日
、
ホ
テ

ル
ゆ
が
ふ
い
ん
お
き
な
わ
に

て
、
北
部
支
部
第
三
十
二
回

支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
感
染

     2021年度 北部支部役員一覧（順不同）     
支部長� 宇　根　真　一� ㈲宇根自動車� 社長
副支部長� 新　井　章　仁� ㈱アイランドプロジェクト� 社長
　〃� 高　木　朋　子� レッドコーラル� 代表者
　〃� 屋　部　憲史朗� ㈱ハートボイルド� 社長
幹事長� 崎　浜　秀　太� ㈱崎浜商店� 専務
幹　事� 安次富　　　洋� ㈱南建設� 専務
　〃� 大　城　照　政� ㈲沖縄北斗� 社長
　〃� 大　森　陽　介� ㈱琉球若草� 専務
　〃� 喜　瀬　朝　夫� ㈲朝日興業企画� 社長
　〃� 儀　部　　　浩� ひがし食堂� 店主
　〃� 金　城　　　忍� 企業組合キンモク� 代表理事
　〃� 具志頭　孝　也� 具志頭工務店� 代表者
　〃� 玉　城　秀　人� ハートセレモニー� 代表者
　〃� 寺　川　洋　彦� 海外人材職業訓練協同組合� 所長
　〃� 當　山　安　史� ㈱オキジム� 支店長
　〃� 渡具知　　　豊� ㈲渡具知� 社長
　〃� 比　嘉　淑　敬� ㈱大宮保険事務所� 社長
　〃� 町　田　浩　美� ミニクラブ�水華� 代表者
　〃� 湧　川　英　男� ㈲沖縄アロエ� 社長
会計監査� 大　城　良　勝� ㈲大城オートサービス 社長
　〃� 前　田　裕　子� ㈱前田産業� 社長
相談役� 比　嘉　ゑみ子� ㈲やんばるライフ� 専務

     2021年度 中部支部役員一覧（順不同）    
支部長� 一　瀬　宗　也� ㈱アイセック・ジャパン� 社長
副支部長� 與　崎　文　美� ㈲アンカー商事� 社長
　〃� 仲　本　和　美� ㈲仲松ミート� 執行役員
　〃� 石　村　弘　之� ㈱インプレス� 社長
　〃� 玉　城　　　栄� ㈲リサイクルセンター沖縄� 社長
幹事長� 金　城　隆　子� ㈱プログレス31� 社長
副幹事長� 高　柳　圭　吾� ㈱沖縄環境科学研究所� 取締役
　〃� 上　地　雄　也� 平宮産業㈱� 執行役員企画営業部長
幹　事� 宮　里　真由美� 三建設備㈱� 社長
　〃� 川　中　由　仁� オキナワグランメールリゾート� 総支配人
　〃� 大　田　　　治� キングラン沖縄㈱� 専務
　〃� 廣　瀬　孝　一� Powerful�Management� 代表
　〃� 西　平　守　利� ㈲ニヘーデービル� 社長
　〃� 阿　嘉　久美子� アントレ� 代表者
　〃� 大　庭　恵梨花� ㈲おおば� 専務
　〃� 喜友名　秀　樹� ㈱ＯＦＭ� 社長
　〃� 宮　城　庄　吉� ㈱スピア� 取締役
　〃� 米　田　伸　一� ヒューマンライツ㈱� 副部長
　〃� 山　下　裕　平� ぎのわん法律事務所� 弁護士
　〃� 餌　取　慶　三� 沖縄環境サービス㈱� 社長
　〃� 玉　城　真由美� ㈲大城水道工事社� 社長
　〃� 與　座　美　香� のぼりや製菓㈲� 社長
　〃� 新　城　千　夏� 司法書士法人なかいし事務所� 所長
　〃� 石　　　　　蕾� 天慈国際健康管理㈱� 社長
　〃� 西　田　欽　也� 琉球テクノソリューションズ㈱� 社長
会計監査� 謝　花　　　斉� ㈱花時� 社長
　〃� 比　嘉　律　子� リ・ジュエリーエイブル� 代表者
相談役� 照　屋　守　道� ハウス産業㈱� 社長

     2021年度 浦西支部役員一覧（順不同）    
支部長� 座　安　孝　明� ㈲ライズ� 社長
副支部長� 髙　原　勝　也� ㈲テレネット沖縄� 社長
　〃� 通　事　政　作� ネッツトヨタ沖縄㈱本社� 取締役部長
　〃� 田　場　英　行� ㈱機工� 社長
幹事長� 田上　カルロス� ㈱グラシアス沖縄� 社長
副幹事長� 佐和田　健　二� ㈱てだこ� 社長
　〃� 伊　波　亜矢子� ㈲フィーチャー企画� 社長
　〃� 松　岡　克　典� ㈲みなもと� 社長
幹　事� 田　場　盛　伸� ㈱ユナイテッドシステム�社長
　〃� 星　　　真　理� ㈱ＢＥＬＬｚ� 取締役
　〃� 寺　田　克　彦� ㈱テラ・ウェブクリエイト� 社長
　〃� 島　袋　利　信� ㈱ライフサイクルテクノロジー� 社長
　〃� 比　嘉　一　成� ㈲太平シール印刷� 社長
　〃� 當　野　正　樹� 沖縄設計サービス㈱� 社長
　〃� 大　城　憲　誠� ㈲プロペラ� 社長
　〃� 棚　原　歩　美� ㈲友誠� 社長　
　〃� 仲　間　高　乃� アデッシュプラス㈱� 社長室長
　〃� 辻���　　　�　元� バンザイ沖縄販売㈱� 常務取締役
　〃� 上　原　竜　行� プレミアム� 代表者
　〃� 謝　敷　千恵子� ㈱リウデン� 取締役総務部長
　〃� 山　本　武　史� サンテレホン㈱�那覇営業所� 所長
　〃� 青　山　喜佐子� 社会保険労務士法人オフィスあるふぁ� 代表者
　〃� 高　良　利　雄� ㈱J＆S�international� 社長
　〃� 松　田　喜代美� ㈲総合企画和光� 取締役統括部長
　〃� 渡久地　一太郎 （同）ひとえ� 代表社員
　〃� 比　嘉　直　明� ㈱明工業� 社長
　〃� 藤　原　　　亮� 藤原税理士事務所� 所長

幹　事� 羽　地　　　仁� 羽地建築研究所� 所長
　〃� 粟　国　　　傑� ㈱cavitte� 社長
会計監査� 大　濱　真三朗� キムタカ税理士法人� 所長
　〃� 赤　嶺　英　仁� ㈱東日産自動車� 社長

     2021年度 那覇支部役員一覧（順不同）    
支部長� 赤　嶺　　　宏� ㈱システック沖縄� 社長
副支部長� 比　嘉　良　太� ㈲葬禮社� 社長
　〃� 普天間　直　樹� ㈱普天間商会� 社長
　〃� 生天目　千加子� ㈱美スリート� 社長�
幹事長� 武　田　春　美� ラリアンス� 代表
常任幹事� 宮　里　拓　樹� ㈱マーケティングソムリエ沖縄�� 社長
　〃� 小　松　秀　人� ヒューマンライツ㈱� 支社長�　
　〃� 河　野　信　之� ㈱プレイバック・シアター研究所� 副所長�　
　〃� 島　袋　　　学� ファイナンシャルアライアンス㈱� 支店長�　
　〃� 大　浜　博　文� あいエフピー� 代表��　
　〃� 武　島　多加雄� ㈲たけちゃんほーむ� 社長
　〃� 諸喜田　　　源� ㈱レイメイコンピュータ� 専務
　〃� 赤　峯　正　己� ㈱ミネ・ワークス� 専務　
幹　事� 宮　里　公　宜� ㈲沖縄ホテル� 社長
　〃� 下　田　美智代� ㈱共栄環境� 社長
　〃� 倉　岡　弁　慶� ㈲あらがき貸衣裳� 営業部長
　〃� 京　　　一　郎� ㈲タフ住研� 社長　　�
　〃� 狩　俣　　　啓� ㈱ティダ・テラス沖縄� 社長
　〃� 髙　木　美香子� ㈱ビジネススタッフ� 社長�����
　〃� 東恩納　政　希� ㈱デザインワークス・e� 　
　〃� 當　銘　康　起� ヒューマンプロデュース� キャリアコンサルタント�
　〃� 吉　富　達　宣� ビクトリー企画㈱� 社長
　〃� 具志頭　朝　一� ティージーエステイト(同)� 代表社員�
　〃� 島　　　勝　司� ㈱琉球の街� 社長
　〃� 倉　山　睦　美� MTSalon�しゅり石嶺駅前店� オーナー
　〃� 神　谷　政　成� ㈱天神技研� 社長
　〃� 當　銘　将　也� ㈱フォーカス� 社長���
　〃� 儀　間　奈津美� ㈱儀間不動産� 社長
　〃� 浅　井　一　美� ㈱ＨＩＴＯＭＩ　� 社長���
　〃� 桑　鶴　真　人� 扶桑の実� 代表
　〃� 安次富　淳　子� ㈱エマオ� 社長　
　〃� 北　澤　匡　大� 当山法律事務所� 弁護士
　〃� 山　城　朝　美� ㈲梯梧� 社長���
　〃� 平　仲　信　明� ㈱平仲� 社長���
　〃� 前　森　裕　人� ㈱クラシコ� 社長���
　〃� 田　仲　　　智� エイティエス㈱� 社長���
　〃� 与那嶺　貴　明� タクソウ保険事務所(同)� 代表���
　〃� 竹　本　　　哲� ㈱タキ　　� 支店長���
　〃� 玉那覇　　　仁� 玉那覇仁建築設計事務所� 代表　　�
　〃� 新　垣　あいこ� シーサー工房まぶやー� 代表�
　〃� 大　城　　　章� (同)グラッド� 代表社員�
　〃� 野　口　蘭　子� 日経教育グループ㈱� 常務取締役
　〃� 根　橋　理　香� ㈱カリタス� 社長
　〃� 屋　宜　宣　忠� ㈱宣樹� 社長
　〃� 洲　鎌　　　誠� ㈱巽エンタープライズ� 取締役����
　〃� 楠　本　　　歩� オール・フォア沖縄㈱� 社長����
　〃� 有　銘　寛　之� 有銘公認会計士事務所��� 公認会計士・税理士�
　〃� 大　城　　　健� ゆいワークス㈱� 社長������
　〃� 江　口　直　美� ソムノクエスト㈱� 社長������
　〃� 河　野　　　豊� (医)イーシーエス�南城眼科� 事務長����
　〃� 瑞慶覧　　　敦� 光文堂コミュニケーションズ㈱� 次長�
　〃� 坂　元　　　大� ㈲ＭＩＫＡＴＡ� 専務���
　〃� 大　内　政　彦� ㈱ＬＤＣ� 社長���
　〃� 新　里　和　也� 新里和也税理士事務所� 代表���
　�〃� 加　藤　かおり� アットモア㈱� 社長���
　〃� 鈴　木　和　久� ㈱未来創造研究所� 代表���
　〃� カーマシュー� ㈱りゅう� 執行役員
　〃� 宮　﨑　　　賢� ㈱大匠建設�沖縄営業所� 専務�
　〃� 田　村　杏　奈� 美容室　絆� 代表　�
　〃� 仲　地　一　史� ㈱沖成コンサルタント� 社長
　〃� 上　地　裕　介� 三重金属工業㈱� 係長
　〃� 座　波　和　弘� 司法書士法人ミカタ� 司法書士・行政書士
　〃� 黒　岩　珠　枝� アロマ�リライフ� 代表　
　〃� 金　城　好　伸� ㈱Ｆ･Ｔ･Ｋホールディングス� 社長
　〃� 星　崎　浩　二� オフィス星崎� 代表
　〃� 金　城　智　誉� こころ法律事務所� 代表
　〃� 神　谷　健　二� ㈱Ｋ＆Ｆ'Ｓ�Ｃｏｍｐａｎｙ� 社長
　〃� 宮　良　信　介����宮良そば� 店主
　〃� 喜　名　英　之� ㈲桜設計工房　　� 社長
　〃� 川　満　浩　斉� 日進電気土木㈱� 常務
　〃� 新　城　桂　子� ＰＭアシスト㈱� 取締役�　
　�〃� 西　平　守　秀� 弁理士・行政書士西平事務所� 弁理士・行政書士
　〃� 名　嘉　義　明� ㈱総合葬祭那覇� 社長
　〃� 屋比久　陽　介� ほけんＬａｂｏ� 代表者
　�〃� 小　森　將　司� ㈱オーエスビー沖縄� 社長
会計監査� 新　城　恵　子� ㈱ＤiＡＮＡ� 会長
　〃� 新　田　恭　子� 新田恭子税理士事務所� 所長

記念講演講師の平仲信明氏

記念講演講師のくだかまり氏

記念講演講師の橋本明元氏

2021年（令和３年）７月１日 （6)おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」 №400



違
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経
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を
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践

違
い
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認
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合
う
経
営
を
実
践

違
い
を
認
め
合
う
経
営
を
実
践

那
覇
支
部
第
二
十
三
回
支
部
総
会

講
師
　
㈱
Ｓ
ａ
ａ
ａ
ｖ
ｅ
会
長
　
星
山
忠
俊
氏

宮
古
支
部
第
二
十
九
回
支
部
総
会

民
間
の
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が
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要
不
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民
間
の
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が
必
要
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欠
　

民
間
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が
必
要
不
可
欠
　

講
師
　
宮
古
島
市
市
長
　
座
喜
味
一
幸
氏

八
重
山
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三
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総
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で
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コ
ロ
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不
況
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克
服

連
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の
精
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で
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重
山
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コ
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不
況
を
克
服

連
帯
の
精
神
で

　八
重
山
の
コ
ロ
ナ
不
況
を
克
服

地
域
と
共
に
歩
み
、学
び
を
深
め
る

地
域
と
共
に
歩
み
、学
び
を
深
め
る

地
域
と
共
に
歩
み
、学
び
を
深
め
る

南
部
支
部
第
二
十
六
回
支
部
総
会

講
師
　
沖
縄
県
副
知
事
　
照
屋
義
実
氏

確
保
し
て
第
一
部
の
「
総
会

議
事
」第
二
部
の「
記
念
講
演
」

の
二
部
構
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

司
会
は
㈱
平
仲
の
平
仲
旬

子
さ
ん
、
開
会
の
挨
拶
を
赤

嶺
宏
支
部
長
、
同
友
会
挨
拶

を
仲
地
治
副
代
表
理
事
で
ス

タ
ー
ト
し
、
議
長
に
㈱
り
ゅ

う
の
カ
ー
・
マ
シ
ュ
ー
さ
ん

と
㈱
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
の
浅
井

一
美
さ
ん
が
選
出
さ
れ
粛
々

と
議
事
進
行
、
審
議
・
採
択

と
な
り
ま
し
た
。
支
部
の
二

○
二
一
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
同
友
会
理
念
と
学
び
の
実

践
で
一
○
○
年
経
営
を
め
ざ

で
共
有
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
座
喜
味

一
幸
宮
古
島
市
長
に
「
市
民

所
得
十
％
向
上
を
目
指
す
た

め
に
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
頂

き
ま
し
た
。
例
年
の
支
部
総

会
の
参
加
者
は
二
十
名
程
度

で
す
が
、
今
回
は
新
市
長
の

講
演
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

参
加
者
が
多
く
、
会
員
の
新

市
長
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
ま
し
た
。

　

市
長
の
公
約
で
あ
る
所
得

十
％
ア
ッ
プ
に
は
、
民
間
の

　

五
月
二
十
九
日
、
第

三
十
一
回
八
重
山
支
部
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
蔓
延
に
よ
り
、
初

め
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
完
全

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
総
会
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
の
支
部

活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
連
帯

の
精
神
で
八
重
山
の
コ
ロ
ナ

不
況
を
克
服
す
る
！
～
経
営

者
の
体
験
報
告
例
会
で
、
会

員
の
連
帯
一
丸
の
絆
を
呼
び

起
こ
そ
う
！
～
」。
杉
浦
支

部
長
よ
り
、「
昨
年
度
は
例

会
に
始
ま
り
、
例
会
に
終
わ

す
！
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
記
念
講
演
の
前

に
新
三
役
の
紹
介
と
挨
拶
が

あ
り
、
そ
の
後
、埼
玉
同
友
会

の
㈱
Ｓ
ａ
ａ
ａ
ｖ
ｅ
の
会
長
、

星
山
忠
俊
氏
よ
り
「
違
い
を

認
め
合
う
経
営
、ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
～
出
所
者
雇
用
か
ら

見
出
し
た
人
間
尊
重
の
経
営

～
」を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い

た
だ
き
ま
し
た
。
星
山
氏
は

何
の
目
的
も
な
く
鳶
職
に
な

り
、
交
通
事
故
を
き
っ
か
け

に
の
れ
ん
分
け
の
形
を
と
っ

て
独
立
し
ま
す
。
順
調
に
売

　

去
る
五
月
十
三
日
、
与
那

上
の
森
か
な
ち
ホ
ー
ル
に

て
、
南
部
支
部
第
二
十
六
回

支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
来
賓
と
し
て

照
屋
勉
与
那
原
町
長
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
二
○
二
○
年

度
活
動
報
告
と
決
算
報
告
、

次
年
度
活
動
方
針
と
支
部
予

算
案
の
提
案
が
あ
り
、
全
て

の
議
事
に
つ
き
承
認
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

支
部
総
会
後
に
は
、
前
沖

縄
同
友
会
相
談
役
、
現
在
は

沖
縄
県
副
知
事
で
あ
る
照
屋

上
は
上
が
る
も
の
の
、
人
材

確
保
等
で
悩
み
経
営
の
勉
強

を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
感

じ
、
自
ら
同
友
会
を
見
つ
け

て
入
会
し
た
そ
う
で
す
。
そ

の
後
も
人
材
確
保
の
た
め
出

所
者
の
雇
用
な
ど
の
話
に
及

び
、テ
ー
マ
で
あ
る
、
違
い
を

認
め
合
う
経
営
を
実
践
す
る

な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

謝
辞
は
㈱
た
け
ち
ゃ
ん

ホ
ー
ム
の
武
島
多
加
雄
氏
で

無
事
に
総
会
が
終
了
し
ま
し

た
。（
あ
い
エ
フ
ピ
ー
・
大

浜
博
文
）

原
町
新
庁
舎
に
併
設
さ
れ
た

義
実
氏
を
特
別
講
師
に
お
迎

え
し
て
記
念
講
演
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　
　

　

照
屋
義
実
氏
は
、
十
九
歳

で
本
土
へ
進
学
。
大
学
で
の

四
年
間
で
様
々
な
学
び
や
発

見
が
あ
り
、
県
外
へ
出
た
こ

と
で
沖
縄
へ
の
認
識
を
深
め

て
い
き
ま
す
。
卒
業
後
、
商

社
を
経
て
照
正
組
へ
入
社
。

四
十
三
歳
で
創
業
者
の
熱
意

を
引
き
継
ぎ
つ
つ
事
業
を
承

継
し
、
本
格
的
に
経
営
に
向

き
合
い
ま
す
。
同
時
に
、
全

国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会

長
や
様
々
な
団
体
の
役
職
に

着
任
。
地
域
社
会
の
発
展
と

人
づ
く
り
に
携
わ
り
ま
す
。

　

常
に
地
域
を
よ
く
し
た
い

思
い
で
、
市
町
村
合
併
協
議

や
与
那
原
大
綱
曳
ま
つ
り
な

ど
、ま
ち
づ
く
り
へ
関
わ
り
、

地
域
と
と
も
に
歩
み
学
び
を

深
め
ま
す
。
沖
縄
と
地
元
・

与
那
原
へ
の
思
い
が
溢
れ
、

そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。（
岩
田
税

理
士
事
務
所
・
岩
田
進
司
）

生
の
声
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、
そ
の
声
を
反
映
す
る
部

署
と
し
て
産
業
振
興
局
を
設

け
る
の
で
多
く
の
提
言
を
事

業
者
と
し
て
行
っ
て
下
さ
い

と
の
事
で
し
た
。
講
演
後
の

質
疑
応
答
で
は
、
会
員
か
ら

の
具
体
的
な
提
言
に
対
し

て
、
市
長
か
ら
前
向
き
な
返

答
が
あ
り
、
そ
の
後
の
動
向

が
楽
し
み
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
、
お
忙
し
い
中
、
出

席
頂
き
ま
し
た
喜
納
代
表
理

事
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、

久
し
ぶ
り
に
お
会
い
で
き
た

先
輩
会
員
と
多
く
の
新
会
員

の
出
席
が
あ
り
、
新
旧
会
員

の
親
交
も
深
め
る
事
が
出
来

た
総
会
で
あ
り
ま
し
た
。（
ブ

ル
ー
フ
ァ
ー
ム
・
西
川
卓
治
）

る
こ
と
が
で
き
た
。
今
年
度

は
、
経
営
体
験
報
告
を
軸
と

し
た
例
会
を
よ
り
活
発
に
行

う
こ
と
を
支
部
活
動
の
中
心

に
据
え
、
八
重
山
支
部
設
立

三
〇
周
年
記
念
事
業
な
ど
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
の
活
動
方
針
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
組
織
力
の
向

上
や
地
域
の
課
題
へ
の
積
極

的
な
関
与
な
ど
の
活
動
方
針

が
示
さ
れ
、
満
場
の
一
致
を

持
っ
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
役
員
の
承
認
や

自
己
紹
介
、
新
入
会
員
の
紹

介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
総

会
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年

度
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
た
役

員
会
や
支
部
例
会
、
さ
ら
に

交
流
懇
談
会
（
い
わ
ゆ
る
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
飲
み
会
）
を
経
験
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
滞
り

な
く
議
事
を
完
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
オ

ン
ラ
イ
ン
で
は
な
く
、
リ
ア

ル
な
場
所
で
一
堂
に
会
し
て

支
部
総
会
が
開
催
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
支
部
会

員
全
員
が
祈
っ
て
い
ま
す
。

（（
同
）
フ
ァ
ー
ス
ト
ハ
ン
ド

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
矢

崎
真
一
）

　

五
月
十
四
日
に
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

併
用
に
て
第
二
十
三
回
の
那

覇
支
部
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

会
場
も
ス
ペ
ー
ス
を
十
分
に

　

五
月
十
七
日
（
月
）
に
ホ

テ
ル
ア
ト
ー
ル
エ
メ
ラ
ル
ド

に
て
、
参
加
者
三
十
三
名
で

第
二
十
九
回
宮
古
支
部
総
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

砂
川
幸
男
支
部
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
今
年
度

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
自
社
の
経

営
課
題
を
明
確
に
し
、
確
実

に
解
決
し
よ
う
！
コ
ロ
ナ
禍

の
い
ま
こ
そ
、
さ
ら
な
る
強

靭
な
経
営
体
質
の
会
社
づ
く

り
を
‼
」
を
掲
げ
経
営
指
針

づ
く
り
に
重
点
を
置
い
た
支

部
活
動
方
針
を
参
加
者
一
同

     2021年度 南部支部役員一覧（順不同）     
支部長� 竹　　　富　久� ㈲たけ事務� 専務
副支部長� 舩　谷　　　香� 沖縄子育て良品㈱� 社長
　〃� 舩　谷　政　喜� よなばる商店㈱� 社長
　〃� 西　川　利　明� イコールパートナー� 代表
幹事長� 呉　屋　　　伸� 西原自動車販売㈱� 専務
副幹事長� 座間味　一　朗� ㈱ざまみダンボール� 社長
幹事� 高　橋　庸　正� ＩＴ通信㈱� 社長
　〃� 岩　田　進　司� 岩田税理士事務所� 所長
　〃� 仲　本　　　明� イカリ消毒沖縄㈱� 社長
　〃� 佐　藤　香菜子� (同)ＡＩＣＯ� サービス管理責任者
　〃� 親　泊　元　隆� ㈲拓商� 専務
　〃� 牧　野　　　誠� 伴走舎� 代表
　〃� 大　城　将　司� ㈱ＵｍｉＴｏｕｒｉｓｍ� 取締役
会計監査� 知　念　由　紀� 中村印刷㈱� 社長
　〃� 小那覇　り　な� オフィス・キャリエール� 代表

     2021年度 宮古支部役員一覧（順不同）    
支部長� 砂　川　幸　男� ㈱ひろし不動産� 社長
副支部長� 砂　川　淳　一� ㈱ＫＴＳコーポレーション� 社長
　〃� 友　利　博　明� 先嶋産業㈱� 社長
幹事長� 西　川　卓　治� ブルーファーム� 代表者
幹　事� 上　地　和　彦� 農事組合法人まるごと宮古島� 代表者
　〃� 新　城　浩　司� ㈱東和� 社長
　〃� 神　里　裕　丈� (福)みやこ福祉会　障害者就業・生活支援センターみやこ� 所長
　〃� 天の川　智　子� MeteorColor� 代表者
　〃� 猪　子　立　子� がじゅまる観光㈱� 社長
　〃� 照　屋　　　健� ㈱照屋建設� 社長
　〃� 砂　川　勝　信� 新星商事㈱� 社長
　〃� 上　地　克　江� ㈲富士製菓製パン� 取締役
　〃� 砂　川　智　子� ㈲楽園の果実� 社長
　〃� 宮　国　美奈子� 富士自動車整備センター
　〃� 松　本　克　也� 農業生産法人㈱オルタナティブファーム宮古� 社長
　〃� 佐和田　はるか� ㈱シグマ� 社長
　〃� 柿　本　節　子� ㈱リゾートライフ� 相談役
　〃� 福　原　恵津子� ㈱りっぷる� 社長
　〃� 青　柳　亮　一� ＩＴまっちゃ� 代表者
　〃� 伊良皆　　　榮� ㈱丸秀� 社長
　〃� 新　城　竜　太� ㈱宮古新報� 社長

幹　事� 岡　本　洋　人� 主治医のような社会保険労務士法人� 代表者
　〃� 羽　地　克　也� (同)にぬふぁぶし� 代表者
　〃� 宮　国　哲　司� ＭＫＢＲＡＮＤ� 取締役
会計監査� 西　川　一　男� ㈱ＭＣコーポレーション� 社長
　〃� 上　里　道　明� 税理士法人沖縄中央上里会計事務所� 代表者

  2021年度 八重山支部役員一覧（順不同）    
支部長� 杉　浦　昭　男� 真和建装㈱� 会長
副支部長� 宮　里　　　剛� ㈲八島印刷� 社長
　〃� 山　城　忠　雄� 八建実業㈱� 社長
幹事長� 宮　良　高　彰� ㈲PLANｔPLAN� 社長
副幹事長� 宮　平　　　輝� 宮平観光㈱� 課長
　〃� 矢　崎　真　一� (同)ファーストハンドコミュニケーション� 代表社員
幹��事� 塩　谷　　　篤� 石垣島ビール�㈱� 社長
〃� 田　辺　年　昭� 田辺電気工事� 代表
〃� 大　島　盛　幸� エアテクノサービス(同)� 代表社員
〃� 金　城　利　憲� ㈱石垣島ハム燻製工房� 社長
〃� 米　盛　長　広� ㈱アクティブ� 社長
〃� 石　垣　憲　良� ㈲牛種子牧場� 取締役
〃� 仲　間　　　光� ナカマホーム㈱� 社長
〃� 喜　納　正　雄� ㈱ハブクリエイト� 社長
〃� 竹　内　妙　子� (一社）一歩� 代表理事
〃� 仲　村　　　恒� ㈱アイテック� 社長
会計監査� 仲　座　昌　美� ㈱八島建設� 専務
　〃� 前　原　博　一� 前原博一税理士事務所� 税理士
相談役� 津嘉山　　　航� ㈱ゆにばいしがき� 社長

記念講演講師の星山忠俊氏
（埼玉同友会）

記念講演は座喜味一幸宮古島市長

講師の照屋義実氏へ花束贈呈

(7）2021年（令和３年）７月１日 №400おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」



ビ
ジ
ネ
ス
連
携
部
会「
ゆ
い
ま
〜
る
」第
五
回
部
会
総
会

失
敗
を
認
め
、
正
し
い
将
来
像
を
構
築

失
敗
を
認
め
、
正
し
い
将
来
像
を
構
築

失
敗
を
認
め
、
正
し
い
将
来
像
を
構
築

講
師
　日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
㈱

　
　
　シ
ニ
ア
ク
ラ
ウ
ド
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
キ
テ
ク
ト
　畠
山
大
有
氏

役
を
受
け
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
！

役
を
受
け
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
！

役
を
受
け
、リ
ー
ダ
ー
と
し
て
成
長
！

女
性
経
営
者
部
会「
碧
の
会
」第
三
十
三
回
部
会
総
会

講
師
　㈲
ア
ン
カ
ー
商
事
社
長
　與
崎
文
美
氏

若
手
経
営
者
部
会「
う
り
ず
ん
」第
十
四
回
部
会
総
会

常
に
多
角
的
な
観
点
が
必
要

常
に
多
角
的
な
観
点
が
必
要

常
に
多
角
的
な
観
点
が
必
要

講
師
　沖
縄
大
学
准
教
授
　樋
口
耕
太
郎
氏

会
社
の
運
営
に
影
響
す
る
保
険
選
び
は
、

じ
っ
く
り
検
討
を

会
社
の
運
営
に
影
響
す
る
保
険
選
び
は
、

じ
っ
く
り
検
討
を

　

今
回
は
浦
添
市
で
保
険
業

を
営
む
「
企
業
の
保
険
屋
プ

レ
ミ
ア
ム
」の
上
原
竜
行
代

表
に
お
話
を
伺
っ
て
き
ま
し

た
。

　

事
務
所
に
入
っ
て
す
ぐ
に

目
に
つ
い
た
の
は
、沢
山
の

保
険
商
品
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

と
メ
ッ
シ
ュ
サ
ポ
ー
タ
ー
の

看
板
。保
険
は
企
業
に
と
っ

て
の
安
心
を
得
る
た
め
の
一

つ
と
な
り
ま
す
ね
。

　

事
故
へ
の
備
え
、病
気
へ

の
備
え
、万
が
一
の
資
金
繰

り
へ
の
活
用
、退
職
金
や
事

業
承
継
資
金
な
ど
、数
あ
る

保
険
会
社
か
ら
、業
種
に

よ
っ
て
、何
の
た
め
に
・
ど

の
商
品
に
・
ど
れ
く
ら
い
の

費
用
を
ど
う
選
ん
で
い
い
の

か
迷
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ

こ
で
、上
原
代
表
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
と
し
て
「
出
来
る

だ
け
お
付
き
合
い
だ
け
で
の

保
険
に
加
入
し
な
い
こ
と
」

と
あ
り
ま
し
た
。と
い
う
の

は
、そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
か
を
保

険
の
見
直
し
の
判
断
基
準
に

し
て
欲
し
い
と
い
う
事
で
し

た
。

　

良
い
保
険
担
当
者
は
法
令

が
る
・
飛
躍
す
る
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
や
、
第
三
次
中
期

ビ
ジ
ョ
ン
も
提
案
さ
れ
無
事

に
採
択
。
二
○
二
一
年
度
の

役
員
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
『
支
部
長

三
年
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し

　

五
月
二
十
一
日
、
八
汐
荘

と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
に
て
第

十
四
回
う
り
ず
ん
部
会
総
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
総
会
議
事
で

は
、
前
年
度
と
大
き
く
活
動

体
制
を
変
更
し
、
各
委
員
会

を
設
置
し
た
活
動
を
明
確
に

す
る
方
針
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
二
部
の
記
念
講
演
で

は
、
沖
縄
大
学
准
教
授
・
樋

口
耕
太
郎
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
て
、『
心
に
火
を

　

五
月
十
日
沖
縄
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
第

三
十
三
回
「
碧
の
会
」
部
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

も
併
用
し
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
総

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
議
事
で
は
、「
女
性

経
営
者
と
し
て
挑
む
・
つ
な

た
～
支
部
運
営
か
ら
見
え
た

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
』
を
テ
ー

マ
に
㈲
ア
ン
カ
ー
商
事
・
代

表
取
締
役
社
長
の
與
崎
文
美

氏
に
講
演
頂
き
ま
し
た
。
中

部
支
部
を
三
年
間
率
い
て
き

た
與
崎
氏
は
、
任
期
中
、
支

部
の
三
十
周
年
記
念
事
業
と

い
う
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
数
多
の
困
難
が
あ
り
な

が
ら
、
来
場
者
が
五
百
人
を

超
え
る
大
成
功
を
収
め
た
の

は
、
支
部
を
ま
と
め
上
げ
た

彼
女
の
心
遣
い
と
パ
ワ
ー
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

　

同
友
会
の
役
を
受
け
る
こ

と
で
自
身
の
成
長
に
つ
な
が

る
と
語
る
與
崎
氏
。
ま
さ
に

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
成
長
を

実
感
す
る
講
話
で
し
た
。
懇

親
会
は
御
菓
子
御
殿
さ
ん
の

美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
頂
き

な
が
ら
、
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。（
㈱
カ
リ
タ
ス・根
橋
理
香
）

い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
為
、

残
念
な
が
ら
延
期
と
な
り
ま

し
た
。（
㈲
お
お
ば
・
大
庭

恵
梨
花
）

灯
す
経
営
』
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

樋
口
氏
は
『
沖
縄
か
ら
貧
困

が
な
く
な
ら
な
い
本
当
の
理

由
』
と
い
う
本
の
著
者
で
も

あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
自
身
の
経
験
談
や

日
常
で
も
あ
り
得
る
事
例
を

挙
げ
な
が
ら
、
い
か
に
人
は

視
野
が
狭
い
か
と
い
う
事
実

と
、
そ
れ
を
悪
い
事
と
し
自

身
を
責
め
る
の
で
は
な
く
、

常
に
多
角
的
な
観
点
で
物
を

見
る
努
力
が
必
要
で
あ
り
、

経
営
者
と
し
て
、
何
を
見
る

か
、
意
識
す
る
か
、
む
し
ろ

見
て
い
な
い
こ
と
を
自
覚
し

て
い
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る

と
強
調
。
さ
ら
に
樋
口
氏
は

ホ
テ
ル
の
事
業
再
生
を
行
っ

た
経
験
か
ら
、
人
の
気
持
ち

を
動
か
す
こ
と
で
、
事
業
は

い
く
ら
で
も
盛
り
上
げ
ら
れ

る
と
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

本
来
な
ら
第
三
部
で
う
り

ず
ん
の
卒
業
式
を
予
定
し
て

改
正
や
、企
業
に
と
っ
て
は

決
算
書
を
左
右
す
る
ほ
ど
の

資
金
が
動
く
時
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
商
品
説
明
が
し
っ
か
り

し
て
い
ま
す
。そ
う
い
う
人

な
ら
信
頼
で
き
ま
す
よ
ね
。

そ
の
会
社
の
社
風
や
代
表
の

考
え
方
に
し
っ
か
り
と
寄
り

　

五
月
二
十
日
、
ビ
ジ
ネ
ス

連
携
部
会
「
ゆ
い
ま
～
る
」

第
五
回
部
会
総
会
が
開
催
さ

れ
、「
総
会
議
事
」
後
の
幹

事
会
で
は
、
新
部
長
に
㈲
沖

縄
北
斗
の
大
城
照
政
さ
ん
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
記
念
講
演
」
で
は
、
日

本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
㈱
の
畠

山
大
有
氏
に
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
中
小
企
業
の
Ｄ
Ｘ

の
取
り
組
み
は
、
企
業
毎
に

お
け
る
問
題
点
が
多
種
多
様

で
あ
り
、
事
例
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
多
い
と
い
う
こ
と
で
、

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
マ
イ
ク
ロ

ソ
フ
ト
内
で
起
き
て
い
る
組

織
の
問
題
・
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
間
で
の
競
争
や
実
践
し
て

き
た
こ
と
、
失
敗
が
生
々
し

く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
現
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
「
失
敗
を
認
め
、
正
し

い
将
来
像
構
築
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
」
を
掲
げ
変
革
に
取

組
み
、
社
内
の
現
状
を
数
値

化
し
、
不
要
な
こ
と
は
や
め

「
会
議
は
基
本
三
〇
分
・
五

人
・
自
社
ソ
フ
ト
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ

ｓ
の
活
用
」
な
ど
方
針
を
設

定
し
さ
ら
な
る
生
産
性
を
向

上
さ
せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
講
師
か
ら
福
沢
諭

吉
の
言
葉
「
賢
人
と
愚
人
と

の
別
は
、
学
ぶ
と
学
ば
ざ
る

と
に
由
っ
て
で
き
る
も
の
な

の
だ
」
と
紹
介
さ
れ
講
演
は

終
了
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
収
束
の
見
え
な
い
コ

ロ
ナ
禍
を
悲
観
し
て
も
何
も

添
い
、よ
り
良
い
商
品
を
提

供
す
る
の
は
、ど
の
企
業
も

同
じ
事
か
と
思
い
ま
す
。保

険
の
商
品
は
い
ろ
い
ろ
な
組

み
合
わ
せ
や
補
償
内
容
、そ

し
て
損
金
算
入
の
割
合
に

よ
っ
て
も
会
社
の
運
営
に
大

き
く
影
響
す
る
の
で
、じ
っ

く
り
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、中
小
零
細
企
業
で
業

務
を
忙
し
く
さ
れ
て
経
営
し

て
い
る
な
か
で
は
、提
案
は

あ
っ
て
も
内
容
を
し
っ
か
り

聞
く
事
が
な
か
な
か
で
き

ず
、現
状
を
継
続
す
る
事
例

も
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
を
ど
う
か
一
年
に
一
回

の
更
新
時
期
に
で
も
じ
っ
く

り
考
え
て
欲
し
い
と
あ
り
ま

し
た
。お
客
様
の
為
に
、よ

り
深
く
学
び
た
い
と
、日
本

で
○
.
七
％
の
保
有
者
率
の

ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
上

原
代
表
は
、取
材
中
も
電
話

対
応
で
忙
し
く
さ
れ
て
お

り
、頼
ら
れ
る
存
在
な
ん
だ

と
感
じ
ま
し
た
。突
発
的
な

事
象
が
起
き
て
も
対
処
で
き

る
よ
う
に
、自
社
と
社
員
を

も
守
っ
て
く
れ
る
保
険
の
見

直
し
は
、長
期
的
資
金
繰
り

も
視
野
に
一
年
に
一
度
は

じ
っ
く
り
検
討
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。（
㈱
リ
ウ
デ
ン　

謝

敷
千
恵
子
）

変
わ
ら
な
い
、
我
々
中
小
企

業
経
営
者
も
変
化
し
進
化
し

続
け
る
に
は
、
学
び
と
実
行

す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
改
め

て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ゆ
い
ま
～
る
」
部
会
で

も
、
多
種
多
様
な
価
値
観
を

も
つ
会
員
企
業
が
集
ま
る
か

ら
こ
そ
大
き
な
相
乗
効
果
が

生
ま
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
進
化
で
き
る
取
り
組
み

が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。（
タ
マ
キ
ハ
ウ
ジ
ン
グ

㈱
・
玉
城
英
之
）

《会社概要》
プレミアム

所在地／�浦添市牧港2-9-3
ＴＥＬ／098-988-3020
事業内容／�損害・生命保険代理店

代表者 上原 竜行 氏
〈浦西支部〉

     2021年度 碧の会役員一覧（順不同）     

部　長� 黒　岩　珠　枝� アロマリライフ� 代表者
副部長� 野　口　蘭　子� 日経教育グループ㈱� 常務
　〃� 大　城　恵　美� ㈱近代美術� 社長
　〃� 平　仲　絢　子� ㈱平仲� 取締役
　〃� 澤　岻　千　秋� ㈱御菓子御殿� 専務
　〃� 下　田　美智代� ㈱共栄環境� 社長
幹事長� 嘉　数　智　絵� ㈱もりお・沖縄� 社長
副幹事長� 根　橋　理　香� ㈱カリタス� 社長
運営委員� 青　山　喜佐子� 社会保険労務士法人�オフィスあるふぁ� 所長
　〃� 安次富　淳　子� ㈱エマオ� 社長
　〃� 石　川　京　美� ㈱いしかわ文明堂� 副社長
　〃� 伊志嶺　智　子� ㈱アメニティ� 専務
　〃� 唐　沢　祐　香� (同)フィット� 副社長
　〃� 金　城　隆　子� ㈱プログレス31� 社長
　〃� 新　城　恵　子� ㈱ＤｉＡＮＡ� 会長
　〃� 砂　川　千賀子� ㈱ひろし不動産� 専務
　〃� 石　　　　　蕾� 天慈国際健康管理㈱� 社長
　〃� 平　良　純　子� オフィスＪキャリア� 代表
　〃� 髙　木　美香子� ㈱ビジネススタッフ� 社長
　〃� 髙　良　まき子� (同)髙良広告� コピーライター
　〃� 玉　城　トキ子� ㈲三大食品� 常務
　〃� 知　念　礼　子� 琉球ゴーレックス㈱� 社長
　〃� 渡嘉敷　輝　美� ㈲クイック� 取締役
　〃� 仲宗根　悦　子� ㈱仲宗根糀家� 社長
　〃� 生天目　千加子� ㈱美スリート� 社長
　〃� 野　辺　裕　美� タイヨウ美創㈱� 社長
　〃� 外　間　真奈美� ㈱大輝� 専務
　〃� 前　森　章　子� ㈱クラシコ� 取締役
　〃� 宮　里　早　苗� ㈱沖宮印刷� 社長
　〃� 村　野　勝　子� ㈱オーディフ� 社長
　〃� 山　城　朝　美� ㈲梯梧� 社長
　〃� 與　崎　文　美� ㈲アンカー商事� 社長
　〃� 与那覇　依　子� ㈱樹来� 社長
会計監査� 小　渡　栄　子� (資)ケアサービスうるま� 代表
　〃� 伊良皆　善　子� ㈲プロジェクトＺｅｎｋｏ� 社長
相談役� 糸　数　久美子� ㈱ＩＴＡＣ� 社長

   2021年度 うりずん役員一覧（順不同）  

部　長� 宮　良　信　介� 宮良そば� 店主
副部長� 上　間　祥　吾� ㈱リンクファクトリー� 社長
　〃� 与那嶺　貴　明� タクソウ保険事務所(同)� 代表社員
　〃� 倉　岡　弁　慶� あらがき貸衣裳� 営業部長
　〃� 上　地　裕　介� 三重金属工業㈱� 係長
　〃� 大　庭　恵梨花� ㈲おおば� 専務
　〃� 西　川　利　明� イコールパートナー� 代表
幹事長� 比　嘉　一　成� ㈲大平シール印刷� 社長
運営委員� 當　野　正　樹� 沖縄設計サービス㈱� 社長

運営委員� 北　澤　匡　大� 当山法律事務所� 弁護士
　〃� 高　木　美香子� ㈱ビジネススタッフ� 社長
　〃� 安次富　淳　子� ㈱エマオ� 社長
　〃� 座間味　一　朗� ㈱ざまみダンボール� 社長
　〃� 兼　元　勇　太� ㈱イゼナ空設� 　
　〃� 平　仲　絢　子� ㈱平仲� 取締役
　〃� 座　波　和　弘� 司法書士法人ミカタ� 司法書士・行政書士
　〃� 喜　納　正　成� ㈱ＫＩＮＡ� 社長
　〃� 宮　里　公　宜� ㈲沖縄ホテル� 社長
　〃� 山　下　裕　平� ぎのわん法律事務所�弁護士
　〃� 田　村　杏　奈� 美容室絆� 代表
　〃� 大　内　美　郷� ㈱ＬＤＣ� 　
　〃� 親　泊　元　隆� ㈲拓商� 専務
　〃� 棚　原　歩　美� ㈲友誠� 　
　〃� 棚　原　　　譲� ㈲竹建設� 常務
　〃� 大　田　守　誠� ㈱大田製靴店� 社長
　〃� 小　田　哲　也� ㈱みやぎ農園� 社長
　〃� 上　地　雄　也� 平宮産業㈱� 執行役員
　〃� 今　井　陽　介� いまいパン(同)� 代表者
　〃� 根路銘　宗　政� 光電気産業㈱� 次長
　〃� 宮　里　拓　樹� ㈱マーケティングソムリエ沖縄�社長
　〃� 山　川　宗　潤� アクロネット税理士法人� 　
会計監査� 西　村　直　人� 西村眞一税理士事務所�監査担当
　〃� 仲　本　直　子� ㈱ナカフク

   2021年度 ゆいま～る役員一覧（順不同）    

部　長� 大　城　照　政� ㈲沖縄北斗� 社長
副部長� 上　原　　　嵩� ㈱国際企画 社長
　〃� 玉　城　英　之� タマキハウジング㈱�� 社長
　〃� 宮　城　光　秀� ㈲大宮工機� 社長�
幹事長� 仲　間　高　乃� アディッシュプラス㈱� 社長室長
幹　事� 平　良　　　淳� ㈱設備技研� 専務�
　〃� 波　平　恵　太� ㈱okicom� 取締役部長�
　〃� 玉　栄　章　宏� ㈲きらら総合企画� 社長�
　〃� 小　田　哲　也� ㈱みやぎ農園� 社長
　〃� 西　平　守　秀� 弁理士・行政書士�西平事務所� 弁理士・行政書士
　〃� 糸　数　幸　恵� ㈱丸元建設� 社長
　〃� 池　田　雅　人� ㈱ＩＭＩ�ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ� 専務�
　〃� 高　橋　庸　正� ＩＴ通信㈱� 社長�
　〃� 金　城　和　美� ㈱沖縄エジソン� 次長�
　〃� 新　井　良　直� ㈱夢づくり沖縄� 社長�
　〃� 田上　カルロス� ㈱グラシアス沖縄� 社長�
　〃� 下　田　美智代� ㈱共栄環境� 社長�
　〃� 玉　城　　　栄� ㈲リサイクルセンター沖縄� 社長
　〃� 植　田　奈利子� ㈱丸大� 取締役部長�
　〃� 西　渕　　　泰� ㈱ＥＭウェルネスリゾート� 社長�
　〃� 佐　潟　倫　右� ㈲沖縄アロエ� 営業課長�
会計監査� 村　吉　政　勇� ㈲村吉ガス圧接工業� 社長
　〃� 坂　元　　　大� ㈲ＭＩＫＡＴＡ� 専務

上原竜行�氏

笑顔で集合写真

講師の樋口耕太郎氏

講師の畠山大有氏

2021年（令和３年）７月１日 （8)おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」 №400




